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第W章調査の成果

第 1節調査の概要

調査区は東西約50m、南北約5～8mの矩形をなし、中央で検出した弥生時代後期環濠を境に、

その内側（東区）と外側（西区）に区を分けることができる。東区北端に隣接する側溝設置時のもの、東

区東南部と西区の水路状のもの以外は、近現代の撹乱は比較的少ない。遺構面は暗褐色粘質士や褐灰

色シルト質粘土の包含層で覆われた状態であったが、残りは良好ではなかった。人々の活動が途絶え

た後、流水等によって遺構面が削平されながら、包含層が堆積した状態と考えられる。遺構面のレベ

ルは、中央の環濠部分が落ち込んだ状態で、西側の標高7.6mから、環濠上端標高約6.5m側へ緩やか

に傾斜し、東側の標高 7mにわずかに上がる。遺構密度は、東区で比較的高く、西区で低い。

層序は上から、現代道路路盤・客土→褐灰色～黄灰色シルト質粘土、暗褐色粘質土（遺物包含層）→

黄褐色～にぶい黄褐色砂質粘土（遺構面・地山）→粘土・砂の複雑な互層堆積層→青灰色粘土となる。

褐灰色～黄灰色シルト質粘土の包含層SX002が調査区中央・環濠上に、暗褐色粘質土の包含層が東

区東半（SX003）と西区の一部（SX164・165）の遺構面上に残存していた。東区の包含層SX003上

では遺構は検出できなかったが、西区ではSX002の面で溝SDOOlを検出したので、これを 1面と

し、その下面を2面として調査を行った。遺構埋土は、暗褐色粘質土に地山の黄褐色粘質土と砂粒が

ブロック状に混ざるものが大半で、シルト質・灰色味が強いものもみられた。地山との区別は、平面

検出時は比較的容易であったが、掘削時は地山が柔らかくやや困難であった。遺構同土の切り合いは

不明瞭であった。地山の沖積堆積層は大別3層に分かれる。下層はよくグライ化した青灰色砂質～シ

ルト質粘土、中層はグライ化した粘土と粗砂による複雑な互層状堆積、上層は黄褐色～にぶい黄褐色

砂質シルト～粘土である。上層土は下層土ほどしまりもなく、汚れた土だが、無遺物の遺構面となる。

遺構の概要は、 1×1間・ 2×1聞の掘立柱建物と柱穴、壁溝のみを残す竪穴建物SC043、小溝

と土坑からなる周溝建物、土坑、弥生時代後期の環濠SD120、中世水路、包含層である。掘立柱建

物は5棟を復元したが、調査区外の柱穴との関連もふまえれば、さらに数棟の存在が予想される。竪

穴建物SC043は、調査区内で比較的古く、環濠形成初期の遺構の可能性がある。周溝建物は、竪穴

状の掘り込みを小溝が囲む遺構で、環濠内外で複数基確認した。 SD120は断面逆台形の環濠で、調

査区内で北西方向から北方向へ屈曲することを確認した。環濠埋没後は、流路状堆積SD090（古墳

時代）、包含層SX002（古墳時代～中世）が堆積する。また、南側から走ってきた溝SD170と合流す

る。 SD120・170からはコンテナケース100箱強の土器と、鋳造鉄斧2点、各種の土製品、木質遺

物、石器が出土した。 SDOOlは1面で確認した中世中頃の溝で、分岐したり、並走したりする小溝

が伴い、水路としての機能が想定される。

遺物は、弥生土器・土師器・須恵器、埴輪、瓦、木器、石器、鉄器、ガラス製小玉など、弥生時

代～近世の遺物が、コンテナケース150箱分出土した。弥生時代後期後半～古墳時代初頭の遺物を主

体として、弥生時代中期・後期前半、古墳時代、飛鳥・奈良時代、中世の遺物が含まれる。以下の報

告では、遺物の詳細については観察表（第l～4表）を参照されたい。陶磁器の分類・時期の記述につ

いては、宮崎亮一編（2000）『大宰府条坊跡XV ：陶磁器分類編』（太宰府市の文化財第49集）を参照した。

第 2節遺構と遺物

1 .掘立柱建物SB 

環濠内側（東区）を中心に複数の柱穴を確認した。柱穴は円形～隅丸方形を呈し、径70～90cm、深
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第7図 SB 163・SP実測図（1/50)

さ30～70cmの大型柱穴と、径40～50cm、深さ10～40cmの中型柱穴、それ以外の小型柱穴に大別さ

れる。柱痕跡や底面の柱当たりを残すものは少なく、残っているものでは柱径15cmほどである。調

査範囲が狭く、掘立柱建物として立てられるものは限られる。建物との関わりが不明な柱穴について

は、柱痕跡を残すものと図化に耐える遺物が出土したものについて報告する。出土土器の時期の傾向

としては、環濠内側の柱穴の大半が弥生時代後期後半～古墳時代初頭、環濠外側の柱穴には古代のも

のが含まれる。

S B 158（第5図） 東区東側で検出した 1×1問（2.6×2.4m）の掘立柱建物である。径50～70cm、深

さ30～70cmの大型柱穴SP037・040・075・077からなる。 SK004・006、SD010などの周溝

建物に切られており、本調査区の遺構群の中では比較的古いものとなる。

出土遺物（第8図） S P077から直口壷（1)が出土した。弥生時代後期前半・高三瀦式の新しい段階と

考えられ、本調査区の出土遺物の中では比較的古く、遺構の層位関係とも整合的である。その他柱穴

から弥生時代後期の土器片が出土している。

S B 160（第5図） 東区西側で検出した 1×1問（2.8×2.2m）の掘立柱建物である。径70～90cm、深

さ30～40cmの大型柱穴SP044・101・137・142からなる。 SC043を切り、 SD016、SP038 

(SB159）に切られる。各柱穴から図化に耐えない弥生時代後期～古墳時代初頭の土器片が出土して

いる。

S B 161（第6図） 東区西側で検出した 1×1間（ 3×2m）の掘立柱建物である。径50cm、深さ30～
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第8図 s P出土土器実測図（1/3)
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40cmの中型柱穴SP057・059・082・141からなる。 SC043や他の中型柱穴を切る。各柱穴から

図化に耐えない弥生時代後期～古墳時代初頭の土器片が出土している。

S B 159（第6図） 東区西側で検出した 2×1問（3.7×2.6m）の掘立柱建物である。径40～50cm、深

さ10～30cmの中型柱穴SP038・045・054・083・他2柱穴からなる。 SC043とSP 044(S B 

160）を切り、中型柱穴に切られる。

出土遺物（第9図） S P038から黒曜石製打製石嫉（18）とガラス小玉（19）が出土した。その他柱穴か

ら弥生時代後期～古墳時代初頭の土器片が出土している。

SB 163（第7図） 西区西側で検出した 1×1問（3×2.5m）の掘立柱建物である。径50cm、深さ30～

40cmの中型柱穴SP089・115・162からなる。 SP089に径15cmの柱痕跡を残す。

出土遺物（第8・9図） S P089から器台（2）、 SP 162から嚢（3・4）、玄武岩製蛤刃石斧（21）が出

土した。 21は背面が刃部から長く剥離・破損している。全体に風化が著しく詳細は不明だが、背面

剥離後に、基部に平坦面がみられ、刃部もわずかに再生・使用した痕跡が認められる。出土土器2～

4は弥生時代後期前半・高三瀦式土器の新しい段階と考えられるが、その他柱穴から弥生時代後期～

古墳時代初頭の土器片が出土しており、遺構の形成時期が後期後半まで下る可能性も否定できない。

S P017・012（第7図） 東区西側で検出した柱痕跡を残す柱穴である。 SPOl 7は径50cm、深さ15
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第9図 s P出土遺物実測図（18・19は1/1、20は1/4、21・22は1/3)
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第10図 S C043(1/50）および出土土器実測図（1/3)

cm、柱痕跡径15cmの中型柱穴、 SP012は径80～100cm、深さ40cm、柱痕跡径15cmの大型柱穴であ

る。各柱穴から図化に耐えない弥生時代後期～古墳時代初頭の土器片が出土している。

その他SP（第4・7・15図）と出土遺物（第8・9図） S P062は東区東側で検出した中型柱穴で、警

( 5）が出土した。 SP050は東区西側で検出した中型柱穴で、 SP012に切られる。窒（6）が出土し

た。 SP069は東区東側で検出した小型柱穴で、警（7)が出土した。 SP067は東区東側で検出した大

型柱穴で、器台（8）が出土した。 5～8は弥生時代中期後半・須玖E式土器で、柱穴の埋没時期を示

す可能性もあるが、柱穴埋没過程で周辺遺構や上層の包含層から混入した可能性もある。

S P041は東区西側で検出した小型柱穴で、器台（9）が出土した。 SP 155は西区で検出した中型柱

穴で、 SK114を切る。嚢（10）が出土した。 SP 143は東区西側で検出した中型柱穴で、査（11）が出

土した。 SP036は東区東側で検出した中型柱穴で、高坪（12）が出土した。 SP 151は西区で検出し

た小型柱穴もしくはSDOOlに関わる溝底面の凹凸で、高坪（13）が出土した。 SP046は東区西側で

検出した小型柱穴で、高坪（14）が出土した。 SP 145は東区西側で検出した小型柱穴で、玄武岩石核

(20）が出土した。大型の川原石を分割磯として、側面部から横長剥片を連続剥離している。 SP053 

は東区西側で検出した中型柱穴で、削器（22）が出土した。玄武岩横長剥片の末端側を両面加工して刃

部としている。 9～14は弥生時代後期後葉・下大限式～古墳時代初頭・西新式土器であり、環濠内

側（東区）で検出された大半の柱穴群の時期を示すと考えられる。

SP 122は西区で検出した小型柱穴で、土師器小皿（15）が出土した。 SP 125は西区で検出した中

型柱穴で、土師器小型壷（16）が出土した。 SP 127は西区で検出した中型柱穴で、 SD106・107を

切る。土師器高台坪椀（17）が出土した。 15は8世紀代、 16・17は9世紀代の土器である。環濠外側

（西区）で検出された柱穴の一部は、この時期を示すと考えられる。

2. 竪穴建物SC 

S C043および出土遺物（第10図） 東区西側で検出した壁溝のみが遺存する 1辺4.4mの方形竪穴建物

である。壁溝は幅20cm、深さ 5cm前後と残りが悪く、床面や柱穴などの関連遺構は確認できない。

周辺の溝や柱穴に切られており、本調査区では比較的古い遺構となる。出土資料が少なく明確ではな
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第11図周溝建物実測図①（1/80)

いが、弥生時代後期前葉・高三瀦式の小型費（23）が出土しており、集落の初期の遺構の可能性がある。

3. 周溝建物

小型竪穴とそれを囲んだ幅30～40cmの溝からなる遺構を周溝建物とする。調査区が狭く、相互の

関連が明確でないため、便宜的に竪穴SK004・006・114とその周囲の溝を、それぞれを周溝建物

1～3として報告する。また、遺構の大半が調査区外で竪穴との関連は不明であるが、円弧を描いて

いて、周溝建物に関わると考えられる溝については周溝1～4として報告する。

周溝建物 1: S K004 ・ S D010・011（第11図） 東区東側で検出した竪穴SK004と周溝SDOlO・

011からなる。南側は大塚遺跡第11次調査で確認され、北西部・東部は今宿五郎江遺跡第2次調査

の南側未調査区へ延びる。 SK004は不整形な方形を呈し、長辺が3m、短辺が2.2m、深さが15cm

残存する。竪穴内西側、床面からやや浮いた位置に厚さ1～2cmで堆積する炭化物層を検出した。東

側で大型ピットを確認したが、周溝建物に関わるかどうかは不明である。 SDOlOは、 SK004西側

に軸を合わせて走る小型溝である。幅25～30cm、深さ15～20cm、長さ5.5mが残る。不明瞭ではあ
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第12図 S K004・006・SDOlO・015出土土器実測図（1/3)
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ったが、 SD015を切っていると判断した。 SDOllも、 SK004北側に軸を合わせて走る小型溝で

ある。幅40cm、深さ20cm、長さ2.5mを残し、延長が調査区外となっているが、 SDOlOと西側でつ

ながる可能性がある。その他、 SK004西側で検出したSD076もSDOlOと軸を合わせるが、関連

は不明である。各遺構からは土器がまとまって出土している。

出土遺物（第12図） SK004からは、嚢（24・26）、高杯（25）、壷（27）が出土した。この他、弥生時代

後期末～古墳時代初頭の嚢・壷・高坪小片、少量の弥生時代中期後半の嚢小片がコンテナケース 1箱

分出土した。 SDOlOからは、古墳時代初頭の聾（28）、鉢（29）、高杯（30）が出土した。 29は底外面に

貼り付けおよび剥離の痕跡が認められる。脚付もしくは尖底の鉢になる。 30は坪部が直立気味に立

ち上がって深く、脚部は広がって短い。この他、弥生時代中期後半～後期の土器小片がコンテナケー

ス半箱分出土した。 SDOllからは、弥生時代後期末の土器小片が少量出土した。遺物から、これら

の遺構の時期は、古墳時代初頭と考えられる。周溝建物2よりもやや新しい様相がみられる。

周溝建物 2: S K006・sD015（第11図） 東区東側で検出した竪穴SK006と周溝SD015・061か

らなる。 SK006は、不整形の方形で、長辺3.2m、短辺2.lm、深さ5～10cmを測る。中央の床面直

上で炭化物層を検出した。関連は不明だが、床面で4つの中・大型ピットを検出している。 SD015 

はSK006の西側で軸を合わせて走る小型溝である。幅30cm、深さ15～20cm、長さ 4mを残す。不

明瞭ではあったが、 SDOlOに切られていると判断した。 SD061はSK006の東側で軸を合わせて

走る小型溝である。幅20～25cm、深さ3～7cmと残りが悪いが、 SD015とも平行しており、一連の

遺構であった可能性がある。 SDOll・009に切られる点も矛盾はない。この他、 SK006北側で検

出したSD064・100もSD061と軸を合わせるが、関連は不明である。各遺構から土器がまとまっ

て出土した。

出土遺物（第12・13図） SK006からは、弥生時代後期後半・下大隈式の嚢（31)、袋状口縁壷（32）、

鉢（33）、玄武岩製大型刃器（36）、小型磨石（37）が出土した。 36は横長剥片の縁辺に最低限の三次加工

を施して短冊状に成形している。全体に風化が強く詳細は不明だが、二次加工は急角度の剥離で鋭利

な刃部作出というよりは全体の成形を目的としており、上辺は素材の直線的な形を活かし、下辺を平

面円形に成形していることから、ここを使用部とした可能性が高い。この他、弥生時代後期末～古墳

時代初頭の嚢・壷・高坪小片、少量の中期後半嚢・壷小片がコンテナケース 1箱分出土した。 SD 

015からは、弥生時代後期末～古墳時代初頭・西新式土器の嚢（34・35）が出土した。遺物から遺構の

Cコ37

36 
。 10cm 

第13図 S K006出土石器実測図（1/3)
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C C’ 

句~
1.炭と土器の層状堆積
2. 炭と土器のブロック状堆積
3. 暗褐～黄褐色シルト質粘土混土。 SK114

D 
H=7.5m 

H=7m 

~一

。

4.黄褐色粘土、暗褐色シルト質粘土混土。炭含む。 SP154

第15図周溝建物実測図②（1/80)

D’ 

時期は弥生時代後期末～古墳時代初頭と考えられる。周溝建物1よりもやや古い様相を持つ。

2m 

周溝 1: S D009（第11図） S K006北側で検出した幅30～40cm、深さ20cmを測る小型溝である。円

弧を描いており、北側の調査区外へ延長していく。 SD029を切る。土器がまとまって出土した。

出土遺物（第14図） 弥生時代後期の袋状口縁査（38）、古墳時代初頭の奮（40）・小型丸底壷（39）・高坪

(41）が出土した。この他、弥生時代後期～古墳時代初頭の土器小片がコンテナケース半箱分出土した。

周溝2: S D029（第11図） SK006北側で検出した幅35cm、深さ20cmを測る小型溝である。円弧を

描いており、北側の調査区外へ延長していく。 SD009に切られる。土器がまとまって出土した。
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第16図 S K114 ・ S D113・128・107出土土器実測図（1/3) 

出土遺物（第14図） 弥生時代後期後半の高部（43）、立岩式の大嚢（42）が出土した。この他、弥生時代

後期～古墳時代初頭の土器が出土した。

周溝 3: S D016（第4図） 東区西側で検出した幅40～50cm、深さ10～35cmを測る小型溝である。

円弧を描いており、北側の調査区外へ延長する。 SC043を切る。土器がまとまって出土した。

出土遺物（第14図） 嚢（44）、壷（45）、高坪（46）、器台（47）が出土した。 44は口縁部と胴部が接合しな

い同一個体を図上復元している。 46は、口縁部が短く、端部が平坦をなす。弥生時代後期後半・下

大隈式土器を主体とする。この他、弥生時代後期～古墳時代初頭の土器が出土している。

周溝建物 3:SK114・SD 106・150・128・113（第15図） S K114は西区SDOOl下で検出した不

整形竪穴で、 1辺4.5mほど、深さ2～8cmが残る。中央の径1～1.5mの範囲に炭化物層が堆積し、

その下に、径45cm、深さ35cmのピット SP 154が設けられる。埋土は、 SK114とSP 154最下層が

同質の暗褐・黄褐色シルト質粘土混土で、 SP 154中・上層に炭と土器片が堆積する。 SK114の周

囲直径約10mを隅丸円形状にSD106がめぐる。南側は大塚遺跡第11次調査で調査されている。幅

30～35cm、深さ10～25cmを測り、溝底面は西から東へ傾斜する。 SD107を切り、 SD128・113

と連結する。 SD150・128・113は、幅20～30cm、深さ10～20cmとSD106より小型で、西から

東へ連なり、傾斜する。周溝周辺の水は、 SD106・150・128・113を経由して、東側の環濠へ排

水されたと考えられる。 SK114とSD106から土器がまとまって出土した。

出土遺物（第16・17図） S K114からは、弥生時代後期の費（49）、古墳時代初頭の費（48）、高坪

(50・51)が出土した。この他、大嚢の幅広低突帯の胴部片など、弥生時代中期後半～後期の土器小
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第17図 SD 106出土土器実測図（1/4)
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片がコンテナケース 1箱半分出土したが、遺存状態が悪く、図化に耐えるものは少ない。 SD106か

らは、古墳時代初頭の費（57・58・59）、脚付嚢（60・61）、小型嚢（64）、直口壷（62・63）、高坪（65～

68）、器台（69）が出土した。 SD113からは、下大隈式の高部（52・53）、支脚（54）が出土した。 52は

口縁部と体部が接合しない同一個体を図上復元している。 SD128からは、器台（55）が出土した。遺

物から遺構の時期は、古墳時代初頭と考えられる。

周溝4: SD 107（第15図） SK114北側で検出した幅30～45cm、深さ10cmを残す小型溝である。西

側は今宿五郎江14次調査区へ延びる。 SD106に切られる。

出土遺物（第16図） 弥生時代後期末の高部（56）が出土した。この他、弥生時代後期末～古墳時代初頭

の土器が出土している。

4. 土坑SK 

S K007（第18図） 東区中央北側で検出した長軸1.2m、短軸0.8m、深さ20cmの楕円形士坑である。

西側底面付近に壷底部片、磨石、砥石がまとまって出土した。外来系土器と思われる小片も出土して

おり、墓や祭杷土坑など特殊な性格が予想される。

出土遺物（第四図） 弥生時代中期の壷（70）、磨石（71）・砥石（72）が出土した。 72は前面のみが使用面

であるが、風化・付着物によって砥ぎ痕など詳細が不明である。この他、焼成が他と異なり、灰色に

発色した軟質土器小片が1点出土した。胴部小片で摩滅が著しく図化し得ないが、比較的厚手で器種

は嚢・壷・鉢と考えられる。三韓系土器の可能性がある。この他、弥生時代中期～後期末の土器小片

が少量出土した。遺物から遺構の時期は弥生時代後期末と考えられる。

S K034（第4図） 東区中央北側で検出した不整形土坑で、深さ10cmを測る。比較的多くの遺物が出

土し、周溝建物の竪穴の可能性もあるが、周囲に関連しそうな円弧溝がみられず、遺構の大半が調査

区外であるため、性格は不明である。

出土遺物（第四図） 古墳時代初頭の小型費（73）、費（74）、高杯（75）、軽石製浮子（76）が出土した。こ

の他、図化に耐えない弥生時代中期～古墳時代初頭の土器小片が少量出土した。

5. 環濠SD 

SD 120（第20図） 調査区中央で検出した、幅6m、深さ1.2mの断面逆台形の溝で、弥生時代後期環

濠である。調査区南側の大塚遺跡第11次調査区から北西方向へ延び、本調査区内で北方向へ向きを

変え、調査区北側の今宿五郎江12次調査区へと延びていく。また、大塚遺跡第11次調査区から北西

方向へ延び、てきた溝SD170が、本調査区で環濠SD120と合流する。溝の立ち上がりは、西側が傾

斜角度20。であるのに対し、東側は傾斜角度55° と急で、その上端から 2m東は地山が40cmほど高

くなっており、この部分には遺構が形成されない。溝内の堆積は、下から 4層（中砂・有機物層の細

かい互層）→3層（細砂層。木器出土）→2層（黒色土層。人頭大花崩岩磯含む）→ 1層（粗砂層）と分け

て、遺物を取り上げた。整理・報告ではこの分層名をそのまま用い、第20図の土層名とは4層 6a・ 

b層、 3層 5a～c層、 2層 4a～j層、 1層 3層という対比になる。 4層は環濠形成初期の堆積層で、

底面幅が2mで平坦をなし、削られた地山ブロックを含む砂層であることから、恒常的に水が流れて

いた状態と考えられる。 3層は4層と同様に断面逆台形の溝だが、 4層よりも粘質土の比率が高くな

り、流水が滞りがちになったと考えられる。有機物層として特徴づけられ、小枝・種子等に混ざって

木質遺物が出土した。北側と東側の土層観察用ベルトから堆積土を4Q_Qほど採取し、洗浄して種実遺

体を抽出した。これについては同定分析を行っている（本書第V章第3節）。 2層は3層よりも砂質で

地山を削った土が多く混在し、堆積が複雑となる。平面では把握できなかったが、土層断面をみる

と、水平堆積とは異なる不整合面がみられるため、溝の掘り直しが行われている可能性がある。土器
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a
一
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市
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4f. 4a層より灰色強く、粘質 4g. 青灰色粘土 4h. 4f層より黒色強い 4i.灰白～灰色粘土。粗砂含む
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12a.黄褐色2.5Y5/4粘土。鉄分、白色粘土ブロック含む 12b. 暗緑灰色砂質粘土 12c. 緑灰～暗緑灰色砂・粘土混土

0 2m 

第20図 SD 120・170実測図（平面1/100、土層1/80)

24 

4三

十

十



」 4三

¥, 
（＇.！川i'',,,''1':,'1,',1'1!

iii 1111/1 I ／ ン 川

十

0 10cm 

第21図 SD 120・4層出土土器実測図①（1/4)
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第22図 SD 120・4層出土土器実測図②（1/4)

－石器・鉄器・土製品・赤色岩石など多様な遺物が出土している。また、西側に堆積した4e層は一

連のものと考えられるが、平面的にも分層可能であったため、 SD130として遺物を取り上げてい

る。なお、本層の珪藻化石群集は、様々な環境に生育する珪藻化石が混在する混合群集であり、滞水

期を挟みながら、周囲の表層土壌が雨水等によって流れ込む堆積環境であったと推定される（本書第

V章第3節）。 1層は砂層で、堆積としては2層と一連であるが、環濠内最上層として、遺物を分け

て取り上げた。地山は、環濠底面から lmでは青灰色砂質粘土で安定した堆積だが（第20図土層 8

層）、その上に粘土と砂の互層が複雑に堆積する（第20図士層 7・12層）。この層についてはサブトレ
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第23図 SD 120・4層出土土器実測図③（1/3)

ンチを入れて遺物が含まれないことを確認した。

4層出土遺物（第21～24図） 土器は、空（77～81）、小型費（82・83）、鉢（84・85）、蓋（86）、各種壷

(87～95）、無頚査蓋（96）、高杯（97～99）、器台（100～102）、支脚（103・104）、小型鉢（105）が出土し

た。 80は口縁部内面から胴部外面にかけてわずかに丹が残る。 82は底部立ち上がり部分に焼成後穿

孔が施される。 SDl 70との合流付近から出土した。 83はほぼ完形で、欠損した口縁部～胴部1/3は

打ち欠きの可能性がある。 88は口縁部上面に径2cmほどの粘土円盤が貼り付けられる。 89は査肩突

帯部で、胎土に金雲母が目立ち、色調は樺色を呈す。 87は、頚部に1～1.5cm幅の縦位集線暗文が1.5
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～2cm間隔で施され、口唇部上面から外面に丹が塗布される。 90は内外面を丁寧なハケメ調整後、丹

塗りとしている。 91は内外面を丁寧なヘラナデで仕上げ、肩部に径7～9cmの焼成後打ち欠き孔を有

す。 93は大型の無頚査で、口縁部内面から胴部外面にかけて丹が塗布される。 94は小型袋状口縁査

で、外面にわずかに丹を残す。 96は無頚査蓋で、頂部に凹みや、横方向からの浅い刺突などがみら

れる。摘み部を意識した成形痕跡であろうか。胎土は金雲母が目立つ。 97は内面に丹がわずかに残

る。 102は外面を丁寧なタテミガキで仕上げ、わずかに丹の痕跡がみられる。 103は下端内面が部分

的に張り出しており、底外面に籾の圧痕がみられる。 77・81は最下面、 94・95・96・101は

SD120・3層との境、 100はSDl 70との境から出土した。丹塗り土器が含まれ、後期前葉・高三瀦
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第24図 SD 120・4層出土石器実測図（106～109は1/2、他は1/3)
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第26図 SD 120・3層出土土器実測図②（1/3)

式土器の古相を主体とする。

石器は、紡錘車未成品（106・107）、石錘（108・109）、磨石（110）、砥石（111）、玄武岩製大型刃器

(112）、円盤形石器（113）が出土した。 106は剥離成形段階のもの、 107は研磨成形段階のもので、

107は前後面・側面に幅4～8mmの削り痕が残る。 108は下端に浅い潰れ痕が認められるため、縦方向

で使用したと推定される。 109は下端に小剥離が認められ、水底着地時の衝撃によると推定される。

111は前面のみを使用しており、上端は破断後、縁辺を再調整して小型砥石に再生している。 112・

113は剥片の縁辺に両面加工と片面加工を施し、掻器・削器両方の機能を有している。
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3層出土遺物（第25～30・42図） 土器・土製品は、嚢（114～117）、各種査（118～127・129）、無頚

壷蓋（128）、高坪（130・131)、器台（132）、小型鉢（133～135）、管状土錘（257）が出土した。 120は肩

部に方形の透かし窓が焼成前成形で付けられる。 122は底部が焼成後打ち欠きで穿孔される。 121は

口唇部にヘラ状工具による刻みが施される。 124は短頚壷で、胴部下半の外面をケズリ、内面をケズ

リ風の強いハケメで仕上げる。 127は壷肩部で、径1.5cmほどの粘土円盤が貼り付けられる。 129は

外面を組いミガキで仕上げ、わずかに丹の痕跡が残る。 131は外面にわずかに丹塗りの痕跡が残る。

132は外面に横位平行タタキ痕が残る。これらは弥生時代後期中頃～後半・下大隈式を下限として、

弥生時代中～後期土器が含まれる。 257は土師質の土錘で、上層からの混入と考える。

木器は三又鍬（136）、鍬（137・138）、板状木製品(139・140）、刺突具（141・142・153）、竪杵

(143）、たも枠（144）、掬い具（145・146）、容器把手（147）、組み物部品（148）、案部品（149）、一木鋤

(150）、掘り棒（151・152）、分割材（154）、板材（155）、分割棒材（156）、棒材（157）、杭（158・159）が

出土した。 138は樹種・木取から鍬と想定するが、柄孔に傾斜がつかないため、他の器種の可能性も

ある。 140は放射方向に長い柾目取り板材で、先端が片刃状になっており、圧痕等の痕跡はみられな

いが小型模の可能性がある。 141は完形品で、先端に向けて棒状に削った加工痕が全体に認められ

る。先端は片べら状に加工され丸みを帯びている。刺突具もしくは掘串などの用途が想定される。

142は体部断面形が肩平で先端が断面方形～三角形に削られて尖る。 141よりも先端が尖っており、

刺突具の可能性が高い。 143は芯持ち丸木の末端を面取りして収めており、竪杵の柄部と考えられ

る。 144は一端を頭部状に削り出して、紐掛け部としている。 147は鋤把手にも似るが、木取りから
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容器の把手の可能性が高い。 148は側辺に浅い半円形の透かしが施された大型の組み物部品で、片面

が焼けて炭化している。 150は板目取りー木作りの鋤で、鋤部の両側に「フ」字状の切り込みが入

る。断面形はほぼ対称形だが、わずかに平坦な方を前面とし、わずかに丸みをおびる方を後面とし

て、図化している。刃部の明確な使用痕は観察できない。 151は棒材の下端を前後面から平坦に削

り、断面V字状の刃としている。刃部は摩耗して丸みをおびる。 152は芯持ち丸木材の前後面を面取

りし、先端を尖らせている。先端は磨滅している。 153は分割材から方柱状の材を取り、上端を丸く

収め、下端を鋭く尖らせている。ヤスのような刺突具が考えられる。 156は上端の木表側が先端に向

かつて組く削られ、下端は焼かれて炭化している。 157は樹皮を残す棒材で、上端は切り落とされ、

下端は焼かれて炭化している。 158は下端を粗く削り、上端は枝分かれ部分を切り落とし、末端は折

り切って収められる。 159は下端が粗く削られ、上端は折り切られた状態で、上下端ともに焼かれて

炭化している。

石器は、小型横長剥片（160）、石庖丁未成品(161）、投弾（162）、石錘（163）、玄武岩製大型刃器

(164）、円盤形石器（165）、分割素材磯（166）が出土した。 163は下端に使用に伴うと考えられる浅い

潰れ痕跡が認められる。 164は横長剥片の末端長辺に両面加工を、側短辺に片面加工を施しており、

掻器・削器両方の機能を有した刃器と考える。 165は、小型の肩平な川原石の縁辺を加工している。

166は角柱状の原石を荒割りしたものである。

2層出土遺物（第31～33・35～38・42図） 土器は、空（167・168）、脚付嚢（169・170）、鉢（172～

174）、各種壷（171・175～183）、小型壷(184）、小型鉢(185～188）、小型蓋（189）、高坪(190～

192）、器台（193～195・197）、支脚（196・198・199）、小皿状土製品（259）、円錐状土製品（258・

260）、匙形土製品（261）、円盤形土製品（262）が出土した。 167は胴部下半をタテケズリで仕上げる。

170は脚部裾の対向する 2ヶ所が打ち欠かれている。 173は胴部外面下半をケズリで仕上げる。 174

は胎土に金雲母を多く含む。 178は大型の直口壷で、頚部外面は暗文風のタテミガキで仕上げ、口唇

部にはヘラ状工具による刺突文を施す。 179は頚部に低い断面三角形突帯をめぐらし、その上にヘラ

状工具による連続短斜線文を施す。 182は外面を丁寧なナデで仕上げ、底外面に焼成後沈線文「×J

が認められる。 183は、底部中央に焼成前の円形孔が穿たれる。 187は丸尖底で底部が凹む形状をな

し、外面をタテヘラナデで仕上げる。器種不明だが、ここでは小型鉢としておきたい。 188は、高坪

脚部の付け根部分を再加工し、反転して小型鉢としたものと考える。 SD170と重複する位置から出

土した。 189は小型の蓋で、天井の摘みと裾の紐綴じ孔を有し、外面ハケメは規則的で文様効果をも

たせている。 192は小型高坪の脚部で、外面にわずかに丹が残る。 190は裾部でもより筒側の位置に

4つの大きめな穿孔がある。 191は高坪脚部の裾を打ち欠き成形した再加工品で、 5ヶ所の穿孔があ

る。 199は沓形支脚で、突起部が剥落している。 259は、小皿状の形態で中央に円形の台を設けてお

り、全体をミガキ後ナデで丁寧に仕上げている。 258は、高部脚部状に成形し、頂点部分を平坦に仕

上げた形状をなす。器種不明だが、蓋や支脚の可能性も考える。 260は、支脚状を呈した土製品で、

天井外面はやや凹む。外面には区画沈線文が施され、上段は有軸羽状文、下段は横位平行文と斜線文

からなる変形の斜格子文となる。 262は嚢丸底部を円盤形に再加工している。

石器は、軽石製浮子（207～210）、石錘（212）、石錘未成品（213）、砥石（214・215）、太型蛤刃石斧

(216）、大型砥石（217・218・219）、礎石錘（220～225）、石核（226）、玄武岩製大型刃器（227～

229）、磨石（230・231）、敵石（232～234）が出土した。 213は、幅2mmほどの工具で擦切りながら粗

く成形した痕跡が残る。 214と215は同一個体で、角柱状で4面砥面とし、溝状の砥ぎ痕跡が認めら

れる。 217・218は大型肩平な川原石を長方形に打ち割り、前後面と打ち割った面を粗く研磨成形し
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192 

193 

196 

た未使用品である。 219は片面のみに幅広で浅い砥面が形成され、一短辺が打ち欠かれている。 220

～224は縁辺に浅い凹みを設けて紐掛け部としている。 226は大型の川原石から得た分割素材磯から

小型の横長剥片を剥離している。 227・228は横長剥片の縁辺に両面・片面加工を施した削器・掻器

である。 232・233は後面に磨面も形成される。 234は前後面の同じ位置に同じ大きさの敵打痕が残

る。この他、花闘岩の風化擦と考えられる赤色岩石片が少量ながらも集中して出土している（本書第

V章第2節）。

鉄器は、鋳造鉄斧（265）が出土した。側辺が平行する中型斧で、後面が欠損する。基部前面に幅2

38 

4三

十

十



」

十

二h

202 

200 
0 10cm 

204 205 

第34図 SD 120・1層出土土器実測図（1/4)

醐・高さ1mmの突帯が2条付けられる。後面の破断面は風化面となっており、刃部が丸く潰れている

ことから、後面破損後、斧とは別の用途で刃部を使用し続けたと考える。 SD170と重複する位置か

ら出土した。

以上より、遺物の下限時期は弥生時代後期末・下大隈式新段階～古墳時代初頭・西新式古段階と

考えられる。 2層はSDl 70上層とともに、裾部を打ち欠いた脚付嚢や底部線刻土器、底部穿孔土

器、ミニチュア土器、士製品、鋳造鉄斧、赤色岩石など、特殊遺物の出土を特徴とする。

1層出土遺物（第34・35図） 奮（200・201）、壷（203）、高坪（204）、器台（205）、支脚（202）、石製紡

錘車（206）、石製投弾（211）が出土した。 201は外面上半にタタキ痕を残す。 204は裾部に焼成前穿孔

が3ヶ所認められる。 206は復元外径4.45cmを測る。遺物の時期は弥生時代後期末～古墳時代初頭・

下大隈式～西新式土器であり、環濠SD120の下限時期を示すと考えられる。

SD 170（第20図） SD120と合流する、幅2.5m、深さ60cmを測る断面U字形の溝である。南の大塚

遺跡第11次調査区から北北西方向へ走ってきた溝が、径2～3mの浅い凹みを介して、北東方向へ向

きを変えてSD120へ合流する。掘削の当初は、 SD120が平面的に西側へ張り出しているという認

識で、 「SD120西側張り出し」として遺物を取り上げており、土質としてはSD 170上層と SD 

120・2層がほぼ同質で区別できなかった。しかし、掘削をすすめると、 「SD120西側張り出し」

の下層がオリーブ灰色の粘質砂となり、 SD120に対して北東方向へ入り込む平面形であることが判

明したため、これをSD 170（下層）と変更した。 SD120と170は別々の溝であり、 SD120・2層形

成時にも本来的には別の溝であったと考えられる。よって、 SD120・2層として取り上げた遺物に
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は、 SDl 70上層出土のものが含まれる場合がある。例えば、 SD120・2層出土として報告してい

る前述の第32図188、第37図225、第42図265は、平面的な位置からはSD170上層出土の可能性も

ある。堆積は、下層が砂質土・組砂で流水が主要な堆積環境にあったのに対し、上層は暗色粘質土と

なり、 SD120と同様に滞水環境への変化が認められる。

SD 170出土遺物（第39・41・42図） 下層から、嚢（235）、蓋（236）、器台（237）、上層から、空

(240）、壷（238・239）、脚付嚢（241)、円盤形土製品（263）が出土した。 239は口唇部にハケメ工具端

による鋸歯文が施される。下層出土土器が弥生時代後期前半・高三瀦式土器の前半代、上層出土土器

が弥生時代後期後葉・下大隈式の新しい段階と考えられる。石器は、投弾（248）、石錘（249）、礎石錘

(250）、玄武岩製大型刃器（251)、磨石（253）が出土した。 249は中心で破断し、磨滅しているため、

穿孔部より上方への溝の有無が不明である。溝を成形する前に破断しているかもしれない。 250は細

い溝が形成され砥石としての使用もみられるが、石材や形態から礎石錘の可能性が考えられる。 251

は後面に素材面を残した横長剥片の末端を両面加工して刃部としている。鉄器は、鋳造鉄斧（266）が

出土した。刃部が幅広く偏刃をなす大型斧である。前述のように、 SD120・2層出土とした鋳造鉄

斧（第42図265）も、同じSD170出土の可能性がある。

SD 130（第20図） SD120西側に厚さ10～15cmほどで堆積した黄灰色～暗灰黄色粘土層である。 S

D120と平面的に分離するが、堆積としてはSD120・2層と同質のものである。残りが悪く詳細は

不明であるが、 SD120・2層の掘り直し時に生じた排出土の可能性もある。

出土遺物（第40・41図） 費（243）、鉢（244）、小型鉢（245）、底部穿孔土器（246）、高坪（247）、石錘未

成品（252・256）、石製投弾（254・255）が出土した。 244は、口唇部が肥厚平坦に成形され、外面に

タタキ痕を残す。 246は、底部中央に焼成前の円形孔が穿たれる。 247は裾部に焼成前穿孔が3ヶ所

認められる。 256は上方へ向かう削り痕が残り、孔・溝を設ける部分に敵打痕が残る。遺物から遺構

の時期は、古墳時代初頭であり、 SD120・2層と同時期と考えられる。

S D090（第20図） S D120上に堆積した流路状堆積で、人頭大花闘岩礁とともに遺物を散漫に含

む。本層の珪藻化石群集の傾向はSD120・2層と同様であり、様々な環境に生育する珪藻化石が混

在する混合群集で、滞水期を挟みながら、周囲の表層土壌が雨水等によって流れ込む堆積環境であっ

たと推定される（本書第V章第3節）。上層のSX002が平面的に広がっているのに対し、 SD090は

下層のSD120上の平面範囲にほぼ収まっていることから、 SD120の環濠機能が失われた後、そこ

が沖積作用によって埋没する過程でSD090が形成されていると考えられる。

出土遺物（第42～45図） 嚢（267）、鉢（269）、各種壷（268・270～274・278）、高坪（275～277）、器

台（279）、支脚（280）、筒状土製品（264）、埴輪（282）、須恵器嚢（283）、龍泉窯系青磁椀（281）が出土し

た。 270は古墳時代前期の長頚壷である。 271は口縁部に竹菅刺突粘土小円盤を 2個貼り付ける。

274は口縁内面から外面に丹を残す。 277は裾部に 2段小円穿孔が3ヶ所施される。 279は方形透か

しが設けられ、外面調整はヨコ・タテハケメで文様効果をもたせている。 280は、側面をつまみ上げ

て突起を作っている。 264は高坪脚部の下方破断部を水平に再加工し、筒状の形状をなしたもので、

用途不明である。 282は円筒埴輪下端部で、胎土は砂粒が少なく、焼成良好、にぶい黄樺色を呈す。

S X002出土円筒埴輪189と類似し、同一個体の可能性もある。 281は、龍泉窯系青磁椀E類（E期。

13世紀前後～前半）で、オリーブ灰色軸が全体に厚くかかり、大きめの貫入がみられる。上層からの

混入と考える。

石器は、石錘（284）、玄武岩製大型刃器（285・286）が出土した。 285・286は横長剥片の縁辺に片

面・両面加工を施した掻器・削器である。 285は前面中央には敵き痕跡も認められる。
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第41図 SD 170・130出土石器実測図（248・249・252・256は1/2、他は1/3)
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第44図 S D090出土遺物実測図（278～280は1/3、他は1/4)
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6. 包含層SX 

調査区中央と東区を中心に、遺物包含層が遺構面上に広く堆積していた。比較的均質な粘質土で、

遺物を散漫に含みながら、水平に堆積している。このような堆積は洪水などによる急激なシルト・砂

の堆積というよりは、下層のSD090と同様に長期間の安定した沖積作用による堆積と考えられる

（本書第V章第3節）。包含層下の遺構の残りは良好とは言えず、遺構面は包含層の形成とともに水平

に削られている。包含層中に含まれる弥生時代中期～中世にいたる遺物は、本来何らかの遺構埋土に

含まれていた遺物が、沖積作用による遺構の破壊に伴って包含層中に混在したものと考えられる。

S X002（第20図） SD090上に堆積した厚さ60～80cmの褐灰色シルト質粘土層で、遺物が散漫に含

。
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Z馬楢

S D090・sX002出土遺物実測図（284は1/2、285～287は1/3、他は1/1)
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十
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301～305 SX002 
292～294 SX003 295 SX164 

299・300 SX108 

SD090の範囲より東西に広く堆積している。場所によって士質はわずかに異なるが、漸移

的なものであり分層は行えなかった。 SDOOlに西端を切られるが、その先は一体的になっており、

ほぽ同時期に存在していたと考えられる。上面においては、 SDOOl以外には遺構を検出していない。

出土遺物（第45・46図） 白磁の椀（301）・合子身（302）、土師器椀（303）、須恵器坪蓋（304）、埴輪

(305）、磨製石斧（287）、緑色碧玉の剥片（288）、璃瑠製管玉（289）、ガラス製小玉（290・291)が出土し

白磁椀W類（C期）で、ややオリーブ色がかった灰白軸が薄く均一にかかり、貫入はみら

れない。 302は、受け部・胴部下半外面が露胎で、オリーブ色がかった透明軸が薄くかけられ、細か

い貫入がみられる。 304は蓋の裾部が外傾し、浅く、 7世紀初頭に位置づけられる。天井部にヘラ記

号が残る。 305は円形透かし孔をもった円筒埴輪で、胎土は砂粒を少なく含み、焼成は良好で、色調

はにぶい黄櫨色を呈す。 287は定角式の大型斧で、両刃面に平行する斜位の線状痕が認められる。

289は、乳白色～濃茶色を呈す石材で、理化学分析では璃瑠という結果が得られている（本書第V章

第 1節）。包含層の形成時期の下限は、白磁椀の時期から11世紀後半～12世紀前半と考えるが、下層

のSD090に龍泉窯系青磁椀E類（E期）の281が混入していることから、 13世紀前半まで下る可能性

s X出土遺物実測図（1/3)第46図

まれる。
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十

51 

二h



」

十

二h

H=7.3m 

7
 

0 1m 
306 

1. 中砂。鉄分沈着 2. 灰白色中砂
3. 灰白色細砂。中・細砂混 4.黒灰色中砂。粗砂混
5. 白灰色細砂 6. 黒灰色中砂、オリーブ灰色粘土混土

－~グ

：仁三f二一 308

＼ 「＼

『『ミミミ己

：三一一一一主： 310 

ーと二コ二二
309 

311 

。 10cm 

第47図 S D001土層（1/50）および出土遺物実測図（1/3)

もある。

S X003 東区東側に厚さ3～5cmと薄く残存した暗褐色シルト質粘土層で、摩滅した弥生土器小片を

含む。遺物は平面で8区に分け、東側をSX003、西側をSX005として取り上げたが、内容に差が

ないため、 SX003に一括して報告する。底面は凹凸をなし、生痕を残す。

出土遺物（第46図） 弥生時代中期後半の嚢（292・293）、古墳時代初頭の費（294）が出土した。この

他、弥生時代中期後半～後期の丹塗土器・嚢・壷・高坪等の土器小片がコンテナケース 2箱分出土し

た。弥生時代～古墳時代初頭遺物のみを含む点で、後述の西区包含層SX164・165よりも古い様相

を示す包含層であり、環濠集落が放棄された直後に堆積した可能性が高い。

S X 164・165 西区西側に堆積した暗褐色シルト質粘土層で、摩滅した弥生土器小片を含む包含層

である。土器が比較的集中する落ち込み部分の遺物をSX164、その他をSX165および、西区検出面

として取り上げた。前述の東区包含層SX003と類似するが、含まれる遺物の時期がより新しい。

出土遺物（第46図） S X164からは弥生時代後期前半・高三瀦式土器の費（295）が出土した。 SX165 

からは、須恵質の壷（296）、円筒埴輪片（297）、西区検出面からは、緑粕陶器の椀（298）が出土した。

296は内外面に強い横方向の調整がみられる。 297は幅広で低い突帯が貼り付けられ、透かしが付け

られる。
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S X 108および出土遺物（第4・46図） 西区中央北側で検出した段落ち状の遺構である。検出できた

のが部分的であり、遺構の性格は不明である。中世後半の白磁椀（299）、軒丸瓦（300）が出土した。

7. 溝SD 

S D001（第4・47図） 西区・ 1面（SX002上）で検出した溝で、 SX002に合流する形で東方向へ直

線的に走る。幅2m、深さ30～40cmを測り、断面形は緩やかなU字形を呈す。埋土は下層が黒灰色

粘砂土、上層が細・中砂の互層で、溝最下面に接する地山がグライ化する。溝が枝分かれしたり、小

型の溝が並走した痕跡が認められ、水路としての機能が推定される。南側に、 lmヒ。ツチで木杭を

打った近現代水路が重複・並走している。

出土遺物（第47図） 弥生時代中期後半の大型壷（311）、円筒埴輪（310）、白磁の皿（306・307）、黒色土

器B類椀（308）、平瓦片（309）が出土した。 311は土器棺用の大型壷口縁部片で、弥生時代中期後半・

須玖E式土器である。 310は胎士轍密、焼成良好な円筒埴輪底部片で、復元底径23.2cmを測る。 306

と307は白磁皿XI類（B期）で、細かい貫入が認められ、同一個体の可能性がある。遺物の下限の時

期は、白磁皿の時期から10世紀後半～11世紀中頃であるが、遺構の下限時期はSX002と同時期の

12世紀前半もしくは13世紀前半まで下る可能性もある。この他、弥生土器、須恵器、陶磁器小片、

鉄淳、輝緑凝灰岩製石庖丁片、玄武岩片がコンテナケース 2箱分出土した。

第 1表 出土土器・土製品観察表（ 1 ) 
挿図 番号 図版 遺構 種類 器種 残存 法量（cm) 胎土 焼成 色調
自 SP077 弥生土器 盟 1/自 復元口径10 径3凹以下の砂粒、赤色粒を含む 良好 樫色

自 2 SP089 弥生土器 器台 1/自 復元径14 径色粒4mmを以合下むの粗・細砂粒を多く含む。赤 良好 明赤褐色

日 3 SP162 弥生土器 費 1/4 復元口径21、底径4.8 粗径、8皿径大4皿の以石下英のも粗混入・細、砂赤粒色粒を多も含く含むむ 良好 上底部部外外：：櫨明赤色褐、色内、 灰内褐：灰色褐色

自 4 SP162 弥生土器 斐 底部 底径4.6 組赤、色径粒7も醐含以む下の粗・細砂粒を多く含む や不や良 燈色

自 5 SP062 弥生土器 褒 小片 径2皿以下の砂粒、赤色粒を含む 良好 にぷい黄櫨色

8 6 SP050 弥生土器 蜜 小片 径3皿以下の砂粒、赤色粒を含む 良好 樺色

8 7 SP069 弥生土器 斐 1/10 復元口径28.4 径3皿以下の砂粒、赤色粒を含む 良好 にぶい黄櫨色

8 8 SP067 弥生土器 器台 小片 径4皿以下の粗・細砂粒、赤色粒を含む 良好 燈色

8 9 SP041 弥生土器 器台 1/4 復苅脚径13 密、細砂粒、赤色粒を少し含む 良好 にぷい撞色

自 10 SPl55 弥生土器 褒 小片 径2凹以下の砂粒を含む 良好 樫色

日 11 SP143 弥生土器 壷 小片 径3皿以下の砂粒、赤色粒を含む 良好 浅黄檀色

8 12 SP036 弥生土器 高杯 小片 径を含5皿む以下の粗・細砂粒を含む。赤色粒 良好 浅黄樫恒

8 13 SP151 弥生土器 高坪 小片 密、径3醐以下の砂粒、赤色粒を含む 良好 黄櫨色

8 14 SP046 弥生土器 高杯 小片 密、精良、細砂粒、赤色粒を少し含む 良好 樺色。丹の痕跡あり

8 15 SP122 土師器 小皿 1/4 密、細砂粒、赤色粒を含む 良好 にぶい黄櫨色

8 16 SPl25 土師器 小型壷 小片 径3凹以下の砂粒、赤色粒を含む 良好 外黒、内：樫色

8 17 SP127 土師器 両台坪 1/日 密、細砂粒、赤色粒を含む 良好 にぷい樫色

10 23 SC043 弥生土器 雪量 小片 径2皿以下の砂粒を含む 良好 にぶい種色

12 24 SK004北半 弥生土器 褒 小片 径赤色3皿粒以、下黒の色白粒色、砂金粒雲を母含をむ含む 良好 撞色

12 25 SK004南側 弥生土器 高坪 1/7 復克口径19.2 径3皿以下の白色砂粒、金雲母を含む 良好 燈色

12 26 SK004 R4 弥生土器 要 1/5 復元口径15.7 径3皿以下の白色砂粒を多い。金雲母含む 良好 灰白恒

12 27 SK004 R3 弥生土器 壷 1/4 径黒色3凹粒以、下金の雲白母色を砂含粒むを多く含む 良好 淡樫色

12 28 SDOIO R3 弥生土器 費 底部 径黒色5皿粒以、下金の雲白母色を砂含粒むを含む 良好 外面：浅黄櫨色、内面．灰黄色

12 29 7 SDOIO R4、自 弥生土器 台付鉢 1/8欠損 口径15.3、器高11.5 径赤色5凹粒以を下含のむ白色砂粒を多く含む 良好 樺色

12 30 7 SDOIO RI 弥生土器 高坪 2/3欠損 復12元口径19.8、器高
. 7 

径を含4皿む以。下微の細白な色金砂雲粒母とを黒多色く粒含、む赤色粒 良好 淡樫色

12 31 SK006 弥生土器 斐 小片 径5皿以下の粗・細砂粒を含む。赤色粒 良好 外：にぶい黄櫨色、内：浅黄櫨色

12 32 SK006 R2、4 弥生土器 壷 1/5 復元口径20.2 径赤色3凹粒以、下黒の色白粒色、砂金粒雲を母多をく含含むむ 良好 浅黄櫨色

12 33 SK006 RI 弥生土器 鉢 1/6 
復元口径13.4，底径 径金雲2皿母以を下多のく白含色む砂粒を含む 良好 灰黄色
3. 5 

12 34 SD015 R3 弥生土器 費 小片 径色粒7阻を以合下むの粗・細砂粒を多く含む。赤 や軟や 外：櫨色、内：にぶい黄櫨色

12 35 SD015 RI 弥生土器 雪量 底部 良好

14 38 SD009 弥生土器 壷 1/10 復元口径25.0 径母5をm含以む下の白色砂粒を多く含む。金雲 良好 樫色

14 39 SD009 R4 弥生土器 壷 1/3 復元最大径15.6 径l皿白色砂粒を少し含む。金雲母を含む 良好 外面：浅黄櫨色、内面：明褐灰色

14 40 SD009 RI 弥生土器 雪量 1/4 復元口径18.4 径3皿以下白色砂粒が非常に多い。赤色粒 良好 淡赤樫恒

14 41 SD009 R2 弥生土器 高杯 1/2欠損 径黒色3皿粒以、下金の雲白母色を砂含粒むを多く含む 良好 淡黄色
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第 1表 出土土器・土製品観察表（ 2) 
挿図 番号 図版 遺構 種類 器種 残存 法量（cm) 胎土 焼成 色調

14 42 SD029 RI 弥生土器 大型斐 小片 径3皿以下の砂粒、赤色粒を含む 良好 燈色

14 43 SD029 弥生土器 高杯 杯部 言2む醐以下の砂粒を多く含む。赤色粒も
良好 浅黄櫨色

14 44 SD016 RI 弥生土器 費 2/3 復元口推径定23. 5、底径
8. 8、 高31

赤径7色皿粒以も下含のむ粗・細砂粒を多く含む や軟や 外：灰黄褐色、内：樺色

14 45 7 SD016 R2 弥生土器 壷 口縁部 口径14.6 径3皿以下の砂粒を含む 良好 樫色

14 46 SD016中央 弥生土器 高杯 小片 径2皿以下の砂粒、赤色粒を含む 良好 経色

14 47 SD016 RI 弥生土器 器台 1/3 復n径11.6 径2皿以下の砂粒、黒色粒を含む 良好 燈色

16 48 SK114 NE区 弥生土器 費 小片 径4阻以下の白色砂粒を含む。金雲母多い 良好 燈色
16 49 SK114 NW区 弥生土器 費 1/4 底径7.0 径3皿以下の白色砂粒多い。金雲母多い 良好 権色

16 50 SK114 NSW区 弥生土器 高杯 1/3 赤色粒を含む 良好 樫色

16 51 SK114 NW区 弥生土器 高杯 小片 径3皿以下の白色砂粒多い。金雲母を含む 良好 権色

16 52 SD113張出部 弥生土器 両坪 坪部 復元口径19 密、径Imm以下の砂粒、赤色粒を含む 良好 樫色

16 53 SD113 弥生土器 高杯 小片 密、径2皿以下の砂粒、赤色粒を含む 良好 権色

16 54 SD113 弥生土器 支脚 1/4 復元脚径11.6 径色粒5皿を以合下むの粗・細砂粒を多く含む。赤 良好 浅黄燈～燈色

16 55 SD128 弥生土器 器台 1/6 復元口径12 粗む。、赤径色7r粒nn以を含下むの粗・細砂粒を多く含 良好 糧色

16 56 SD107 RI 弥生土器 高坪 1/3 復冗脚径16 密、径3mm以下の砂粒、赤色粒を含む 良好 権色

17 57 SD106 R14 弥生土器 費 1/2 復31.冗7口径22.4、器高 径5皿以下の組・細砂粒を多く含む 不やや良 にぶい黄褐色

17 58 SD106 R15 弥生土器 斐 1/6 復元口径22 径赤3色皿粒以も下含のむ砂粒を多く含む や不や良 明赤褐色

17 59 SD106 R13 弥生土器 費 1/4 復元口径20.8 粗赤、色径粒7も凹含以む下の粗・細砂粒を多く含む 不やや良 外：檀色、内：にぶい黄樺色

17 60 SD106 R16 弥生土器 脚付費 脚欠損部 口径15.6 径赤0色．粒7mmも以含下むの組・細砂粒を多く含む や不や良 檀色

17 61 SD106南区RI 弥生土器 脚付費 1/2 径赤5色皿粒以も下含のむ組・細砂粒を多く含む 軟 檀色

17 62 7 SD106 R5下 弥生土器 直口壷 1/2 復元口径10 径2皿以下の砂粒、赤色粒を含む 良好 燈色

17 63 SD106 R3、4 弥生土器 壷 1/6 径3皿以下の砂粒、赤色粒を含む 良好 にぶい黄樺色

17 64 SD106 R5 弥生土器 費 底部片 底径6 含径7む皿以下の粗・細砂粒多い。赤色粒も や軟や 権色

17 65 SD106 R7 弥生土器 高杯 1/8 復元口径18 径3皿以下の粗・細砂粒を含む 良好 浅黄櫨色

17 66 SD106 R6 弥生土器 高杯 1/8 復元口径17 含径8む皿以下の粗・細砂粒多い。赤色粒も や軟や にぶい黄櫨色

17 67 SD106 R7 弥生土器 高杯 1/3 復冗脚径15 径2阻以下の砂粒、赤色粒を含む 良好 浅黄燈色

十
17 68 SD106 R7 弥生土器 局坪 小片 径l皿以下の砂粒、赤色粒を含む 良好 糧色

17 69 7 SD106 R12 弥生土器 器台 1/3 復脚冗径口径13.4、高復16.元4 径赤5色皿粒以も下含のむ粗・細砂粒を多く含む 良好 権色12. 7，器

18 70 SK007 R3 弥生土器 壷 小片 径金5雲皿母以を下含のむ白色砂粒を非常に多く含む 良好 外：樫色、内：暗灰黄色

19 73 SK034ベjレト 弥生土器 費 1/6 口径19.2 径3皿以下の白色砂粒を多く含む 良好 明赤褐色

19 74 SK034、 074 弥生土器 費 小片 径黒4色皿粒以、下赤の色白粒色、砂金粒雲を母多をく含含むむ 良好 外面：黒色、内面：にぶい黄燈色
十

19 75 SK034 RI 弥生土器 高杯 1/4 復元口径32.0 径を含2醐む以下の白色砂粒、赤色粒、金雲母 良好 浅黄樺色

21 77 SD120最下面 弥生土器 費 1/6 復元口径27.6 径稀3に皿径以7下凹大の砂の粒石突を含が混む入する 良好 にぶい黄褐色

21 78 7 SD120 4層 弥生土器 費 3/4 口径24.6 径6皿以下の粗・細砂粒を多く含む 良好 外：にぷい黄櫨色、内：にぷい澄色

21 79 7 SD120 4層 T① 弥生土器 費 2/3 口径24.8 やや粗、径5皿以下の粗・細砂粒を含む 良好 外：黒色、内：にぶい黄櫨色

21 80 SD1204層北ヘ’］｝卜 弥生土器 賓 1/4 復冗口径25.6 やや組、径4皿以下の砂粒を含む 良好 にぶい黄櫨色。丹の痕跡あり

21 81 SD120最下面 弥生土器 費 底部 底径9 径4皿以下の砂粒を含む 良好 灰黄褐色

21 82 7 SD120 4層 RI 弥生土器 費 4/5 復8.元口器径高13. 7、底径
日、 24.I 径2皿以下の砂粒を含む 良好 にぶい黄樺色

21 83 7 SD120 4層 弥生土器 費 2/3 復元口器径高13、底径
8. 7、 22.I 径4皿以下の組・細砂粒を含む 良好 外外：灰胴黄褐中色位、 下内：黒ず褐ん～黄灰色

面 以黒でいる

21 84 SD120 4層 弥生土器 鉢 2/3 復6.元口器径高13. 9、底径
2、 12.2 

径3皿以下の砂粒を含む 良好 にぶい黄樺色

21 85 SD120 4層 R2 弥生土器 鉢 1/4 復底元径口径器18. 8, 復元
8、 高11.8 径lmm以下の砂粒、赤色粒を少し含む 良好 外：褐灰色、内：灰黄褐色

21 86 SD120 4層 弥生土器 蓋 上部 つまみ径5.6 径2皿以下の砂粒を含む 良好 外：にぶい澄色、内：灰黄褐色

22 87 7 SD120 4層 R2 弥生土器 壷 1/6 口径29 径3皿以下の粗・細砂粒多い。赤色粒含む 良好 外：丹塗り、内にぶい黄樺色

22 88 SD120 4層東壁 弥生土器 壷 小片 径3皿以下の砂粒を含む 良好 灰黄褐色
22 89 SD120 4層 T① 弥生土器 宣E 小片 径4皿以下の砂粒を含むo 金雲母目立つ 良好 櫨色

2/3 径稀3に阻径以l皿下大の砂の粒粗砂を含粒むが混入 話樫 ：にぶい案審皇、自：日空～頚22 90 SD120 4層 弥生土器 壷 口径21.4 良好 ：にぶい 、 部： ぷい
色。丹痕

22 91 7 SD120 4層 弥生土器 壷 1/2 底径8.4 含ややむ粗、径6阻以下の粗・細砂粒を多く 良好 にぷい樟色

22 92 7 SD120 4層 弥生土器 壷 1/3 口径12.8 径3皿以下の砂粒、赤色粒を含む 良好 にぷい褐色

22 93 SD120 4層北へ．！｝ト 弥生土器 壷 1/4 復:n;JJ径18.8 径3皿以下の砂粒を含む 良好 にぶい黄櫨色。丹の痕跡あり

壷 2/3 復元口径7.4 径2皿以下の砂粒を含む 良好
外燈丹色の：痕にぶい赤褐色、 内：にぶい黄22 94 SD1204層上層混 弥生土器

跡あり

22 95 SD120 4層上層混 弥生土器 壷 1/4 復元口径10.4 径3皿以下の砂粒を含む 良好 にぶい黄樺色

22 96 SD120 4層上層混 弥生土器 蓋 完ほぽ形 口径13.6、器高3.I 密金、雲径母l目Ill[立n以つ下の砂粒を含む 良好 にぶい赤褐色～灰黄褐色

23 97 SD120 4層 弥生土器 高杯 1/4 復元口径26 径3皿以下の砂粒を含む 良好 灰黄色。内面に丹の痕跡あり

23 98 SD120 4層北ヘールト 弥生土器 高坪 小片 径Imm以下の砂粒を含む 良好 にぷい黄櫨色

23 99 SD120 4層 弥生土器 高杯 脚部 径5阻以下の粗・細砂粒を多く含む 良好 にぶい樫色。外面に丹の痕跡あり

23 100 SD120 4層 弥生土器 器台 ほぽ 上、部器径高91、0下部径 径4皿以下の砂粒を含む 良好 にぶい黄褐色完形 11 . 8 
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23 101 SD120 4層上層混 弥生土器 器台 1/3 復元元下部上径部径1410.2, 復 やや組、径5冊以下の砂粒を含む 良好 にぷい黄褐色

23 102 7 SD120 4層 弥生土器 器台 2脚／3部欠 上部.4径、器10. 8，下部径
12 高10.5 粗、径6醐以下の粗・細砂粒を多く含む 良好 灰黄褐色丹の痕跡あり

23 103 7 SD120 4層 弥生土器 支脚 下部 径10.4 径赤4色凹粒以も下含のむ砂。粒脚を外多面くに含籾む圧痕あり 良好 にぶい黄櫨色

23 104 SD120 4層北ヘ．ルト 弥生土器 支脚 1/4 復元脚径17.6 や稀やに粗径、6～径8凹3mm大以の下粗の砂砂粒粒混を入含む 良好 にぶい黄澄色

23 105 SD120 4層北ヘ＇I,ト弥生土器 小型鉢 2/3 底径4.6 径3凹以下の砂粒を含む 良好 褐灰色

25 114 SD120 3層 弥生土器 斐 小片 径2皿以下の砂粒を含む 良好 外櫨色にぷい黄褐色、内 にぷい黄

25 115 SD120 3層 弥生土器 費 1/4 復元口径19.8 径4凹以下の砂粒を含む 良好 外樫色：にぷい黄褐色、内：にぶい黄

25 116 SD120 3層北ヘ．糾 弥生土器 斐 1/3 復元口器径高19. 6、底径
6. 2、 21.7 径3皿以下の砂粒を含む 良好 灰黄褐色

25 117 SD120 3層東壁 弥生土器 斐 1/日 復瓦口径19.6 径4皿以下の組・細砂粒を多く含む 良好 にぷい黄澄色

25 118 SD120 3層 弥生土器 盟 1/2 復元口径14.目、底径5径2皿以下の砂粒を含む 良好 にぷい黄褐色

25 119 SD120 3層 弥生土器 壷 1/6 復克口径22 やや組、径3凹以下の組・細砂粒を多く含む 良好 にぷい黄樺色

25 120 SD120 3層 弥生土器 壷 1/6 復冗口径18 やや粗、 5mm以下の粗・細砂粒を多く含む 良好 灰黄褐色

25 121 SD120 3層北ヘ．ルト 弥生土器 童 1/6 復7G口径30 径3皿以下の砂粒を含む 良好 にぷい黄種色

25 122 7 SD120 3層 弥生土器 壷 底部 底径9.2 径5皿以下の砂粒を多く含む 良好 にぶい樫色

25 123 SD120 3層東壁 弥生土器 盟 1/3 径2凹以下の砂粒を少し含む 良好 外丹塗り、内：灰黄色

25 124 7 SD120 3層 T① 弥生土器 壷 1/2 復7G口径14 径3皿以下の砂粒を含む 良好 にぷい黄櫨色

25 125 SD120 3層 T① 弥生土器 壷 1/10 復冗口径27.4 径2皿以下の砂粒を含む 良好 にぶい黄樫色

26 126 SD120 3層 弥生土器 壷 小片 径3皿以下の砂粒を含む 良好 外：にぷい樺色、内：にぷい黄櫨色

26 127 SD120 3層 弥生土器 壷 小片 やや粗、径3醐以下の砂粒をやや多く含む 良好 外：にぶい澄色、内：にぶい黄褐色

26 128 SD120 3層 弥生土器 蓋 3/4 径11器局2 細砂粒を含む。稀に径4皿程の粗砂粒混入 良好 にぷい黄櫨色。丹塗り

26 129 7 SD120 3層 T① 弥生土器 費 1/3 復底元径口径15.8高、復元
7. 8、器 17.2 径4皿以下の組・細砂粒を多く含む 良好 にぶい褐跡色あ～にぶい黄樫色

丹の痕 り

26 130 SD120 3層 弥生土器 高坪 1/4 復7G口径29 径3皿以下の砂粒を含む 良好 にぷい黄褐色

26 131 SD120 3層 弥生土器 高杯 2/3 脚径14.60 粗、径8皿以下の組・細砂粒を多く含む 良好 にぶい種色。丹の痕跡あり

26 132 SD120 3層 弥生土器 器台 1/2 復元下元部上径部1径3、9.6器、高復13 径4皿以下の砂粒、赤色粒を含む 良好 灰褐色

26 133 7 SD120 3層 弥生土器 小型鉢 2/3 口径高7. 8、底径3.8、
器 6.3 径2皿以下の砂粒を含む 良好 にぷい黄燈色

26 134 7 SD120 3層 T① 弥生土器 小型鉢 1/4 復底径元3口2径、7器4高、4復3元 やや組、径4冊以下の砂粒を含む 良好 褐灰色

十
26 135 7 SD120 3層 Rl 弥生土器 小型鉢 完形 口径高45. 5、底径2.4、

細稀砂に粒径3を皿含大むの組砂粒が混入 良好 にぷい黄樺色器 .8

31 167 SD120 2層 T① 弥生土器 費 2/3 復元口径24 径3皿以下の砂粒、赤色粒を含む 良好 にぷい黄黒櫨く色
外面は ススけている

31 168 SD120 2層北ヘールト 弥生土器 褒 1/2 復元口径22 細砂粒を含む。赤色粒を多く含む 良好 にぷい笹色

31 169 7 SD120 2層 T② 弥生土器 脚付費 小片 口径18、高復19.元1脚径 径2凹以下の砂粒、赤色粒を含む 良好 にぶい樫色
12. 6、器

31 170 7 SD120 2層 T① 弥生土器 脚付要 2/3 重元12.口1径器18. 4、台部 径6皿以下の粗・細砂粒を含む 良好 にぷい樫色
高15.7 

十
31 171 SD120 2層 弥生土器 壷 1/4 復7G口径16.6 径4皿以下の砂粒を含む 良好 樺色

31 172 SD120 2層北ヘールト 弥生土器 鉢 1/3 復径元66口、径器15高、1復0.元l底 径3皿以下の砂粒、赤色粒を含む 良好 にぶい黄櫨色

31 173 7 SD120 2層 弥生土器 鉢 完形 口径22.5、器局14 径3皿以下の砂粒、赤色粒を含む 良好 にぷい黄櫨色

31 174 SD120 2層 T① 弥生土器 鉢 1/2 復、元器口高径921、底径
11 . 3 

径金雲3皿母以を下多のく砂含粒む、赤色粒を含む 良好 明赤褐色

31 175 7 SD120 2層北ヘ．ルト 弥生土器 盟 2/3 復7.元9口径11.5、器高 径大2のmm粗以砂下粒の混砂入粒。を赤含色む粒。も稀含にむ径3～7mm良好 外：樫色、内：にぶい黄樫色

31 176 SD120 2層 弥生土器 壷 1/2 復元口径11.2、器局
径稀3に皿径以5皿下大の砂の粒組砂を含粒混む入 良好 にぷい黄櫨色9. 1 

31 177 SD120 2層 弥生土器 壷 1/2 復瓦口径12 径3皿以下の砂粒を含む 良好 にぷい黄櫨色

31 178 7 SD120 2層 弥生土器 壷 1/6 復元口径25 径稀3に皿径以61下聞大の砂の粒粗、砂赤粒色混粒入を含む 良好 にぷい褐色

31 179 7 SD120 2層北ヘ．ルト 弥生土器 壷 1/2 復克口径21.2 径4皿以下の砂粒を含む 良好 にぷい黄櫨色

32 180 SD120 2層東壁 弥生土器 大型壷 1/6 復冗口径47 径5皿以下の組・細砂粒を含む 良好 にぶい褐色

32 181 7 SD120 2層 R7 弥生土器 壷 3/4 口高径316、底径4.8、
器 1.5 径3皿以下の砂粒、赤色粒を含む 良好 樫色

32 182 日 SD120 2層東北壁 弥生土器 壷 1/2 復元底径5.4 径3皿以下の砂粒を含む 良好 外内：にぶい褐黄櫨色～にぶい黄櫨色
：にぶい 色

32 183 自 SD120 2層 T① 弥生土器 底穿壷孔 底部 孔径約l や赤や色粗粒、も径含4むm以下の砂粒を多く含む 良好 にぶい笹色

32 184 日 SD120 2層 弥生土器 壷 2/3 復8.8 冗口径7.9、器高 径2皿以下の砂粒を含む 良好 樫～にぷい黄燈色

32 185 自 SD120 2層 弥生土器 小型鉢 1/3 復底径元4口6径、9器8高、6復元 径3皿以下の砂粒を含む 良好 にぶい笹色

32 186 日 SD120 2層 Rl2 弥生土器 小型鉢 完形
口径高6. 8、底径2.1、
器 5 径3皿以下の砂粒を含む 良好 にぷい黄櫨色～黒色

32 187 日 SD120 2層T① 弥生土器 小型鉢 口欠縁損部 底径1.4 径I皿以下の砂粒を含む 良好 外にぷい櫨色、内樫色

32 188 自 SD120 2層 Rll 弥生土器 小型鉢 完形
口径高45. 3底径3.5 
器 9 径5皿以下の組・細砂粒を含む 良好 外：にぶい黄燈色、内：灰黄褐色

32 189 日 SD120 2層 弥生土器 蓋 3/4 径器仏高 つまみ径1.9、
2. 7 径金雲1皿母以を下多のく砂含粒む、赤色粒を含む 良好 外にぷい黄櫨色、内褐灰色

33 190 SD120 2層T① 弥生土器 高杯 脚部 脚径18.4 径3皿以下の砂粒、赤色粒を含む 良好 にぷい種色

33 191 8 SD120 2層 弥生土器 両坪 脚部 脚径11 径2皿以下の砂粒を含む 良好 にぷい黄燈色

33 192 SD120 2層 弥生土器 高坪 脚部 脚径13.4 径2凹以下の砂粒、角閃石を含む 良好 にぷい褐色。丹の痕跡あり

33 193 SD120 2層 弥生土器 器台 完形 上10.部6、径器7高9、10.下8部径 径3皿以下の砂粒を含む 良好 にぷい黄櫨色
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33 194 SD120 2層 弥生土器 器台 1/2 復脚y径E口径、器16.6、復67G 
18 高21 径3皿以下の砂粒を含む 良好 にぶい黄櫨色

33 195 SD120 2層 弥生土器 器台 1/2 口径812.5、高復16元脚径
13.、器 やや粗、径5凹以下の砂粒を多く含む 良好 にぶい黄櫨色

33 196 8 SD120 2層東壁 弥生土器 芸者 脚欠損部 復10.元3脚径7.8、器高 径2阻以下の砂粒を含む 良好 外：にぷい黄樫色、内：褐灰色

33 197 8 SD120 2層 弥生土器 器台 口縁部 口径19 径4皿以下の砂粒、赤色粒を含む 良好 種色

33 198 SD120 2層 弥生土器 芸者 1/2 復元脚径11 粗赤、色径粒6も阻含以む下の粗・細砂粒を多く含む 良好 外：樟色、内：にぶい黄樫色

33 199 SD120 2層 弥生土器 支沓脚形 上半部 径3皿以下の砂粒、赤色粒を多く含む 良好 樫色

34 200 SD120 I層 弥生土器 要 1/2 復元口径18、器高27径3皿以下の砂粒、赤色粒を含む 良好 浅黄櫨色

34 201 8 SD120 T① 弥生土器 費 1/2 復元口器径高18. 4，底径
2. 5、 21.6 

径下4の～砂5粒醐を大含のむ粗・細砂粒少しと径2皿以 良好 外：樺色、内：明赤褐色

34 202 SD120 I層 弥生土器 支沓脚形 上部欠 脚径12.6 や赤や色粗粒、も径含5む皿以下の砂粒を多く含む 良好 にぶい黄燈色

34 203 SD120 I層 弥生土器 壷 1/4 復元口径25.6 径赤3色皿粒以も下含のむ砂粒を含む 良好 権色

34 204 SD120 I層北ヘールト 弥生土器 両坪 1/2 脚径13.8 密、径Imm以下の砂粒を少し含む 良好 にぷい樟色。丹の痕跡あり

34 205 SD120 T① 弥生土器 器台 脚部1/2受径部径14.8、復元脚
l目、器高20.5 

径3皿以下の砂粒、赤色粒を含む 良好 にぷい黄樫色

39 235 SDI 70下青層灰粗砂
弥生土器 費 1/4 復元口径25.8 粗、径3凹以下の粗・細砂粒を多く含む 良好 外内：にぷい黄褐樺色色～～樺褐色色

：にぷい 黒

39 236 SDI 70下青層灰粗砂 弥生土器 蓋 再加工
つまみ径6.2，器局

粗、径6凹以下の粗・細砂粒を多く含む 良好 外：灰黄褐色、内：にぷい黄樺色7. 8 

39 237 SDI 70青灰粗砂 弥生土器 器台 1/2 上径部17.径2~4、器復高元20.下3部 径3皿以下の砂粒を含む 良好 燈色～にぶい黄櫨色

39 238 SD! 70上層粘土 弥生土器 壷 2/3 復大元径口径14、胴部最
23. 3 径3凹以下の砂粒を多く含む 良好 外内：：淡浅檀黄樺～燈色色

39 239 SDI 70上層南壁 弥生土器 壷 1/8 復元口径23.4 密、径4皿以下の砂粒、赤色粒を少し含む 良好 浅黄櫨色

39 240 SDI 70上層南壁 弥生土器 費 底部 ：；：；粗、径7皿以下の粗・細砂粒を多く 良好 外内：：浅浅黄黄櫨櫨色～にぶい黄櫨色

39 241 SDI 70上層粘土 弥生土器 脚付費 1/2 赤やや色粗粒、も径含5醐む以下の粗・細砂粒を多く含む 良好 種色

39 242 SDI 70 R3 弥生土器 器台 上部 上部最大径9 やく含や粗む。、赤径色0.粒6皿も以含下むの粗・細砂粒を多 良好 黒色付着物あり

40 243 SD130 弥生土器 費 小片 復冗口径17 径l皿以下の砂粒、赤色粒を含む 良好 にぷい黄櫨色

40 244 8 SD130 弥生土器 鉢 小片 径4皿以下の砂粒を含む 良好 にぶい黄櫨色

十
40 245 SD130黒色粘土 弥生土器 鉢 1/2 復底元径5口．径2、1器I.4高、5復4元 径赤3色皿粒以も下含のむ砂粒を多く含む 良好 外：にぶい黄櫨色、内：浅黄櫨色

40 246 8 SD130 弥生土器 底穿宣E孔 底部 径5皿以下の砂粒、赤色粒を含む 良好 にぷい黄櫨色

40 247 SD130 弥生土器 高杯 脚部 密赤、色径粒lもmm少以し下含のむ砂粒を含む 良好 にぶい黄櫨色

42 257 SD120 3層 T① 土製品 土錘 完形 長0.3. 5重、径さI. 3、孔径 細砂粒を含む 良好 にぷい褐色2、 6.3g 
十

42 258 8 SD120 2層 土製品 不明 不明 径2皿以下の砂粒を含む 良好 にぷい黄樫色

42 259 8 SD120 2層 R8 土製品 皿状 完ほぽ形 口径10.高l、中央部径
4. 7、器 I.8 

径4皿以下の砂粒、赤色粒を含む 良好 にぶい樟～にぷい黄櫨色

42 260 8 SD120 2層東壁 土製品 有文 不明 上部径4.4 径稀2に皿径以5下凹大の砂の粒粗砂を含粒混む入 良好 にぶい黄樫色

42 261 SD120 2層 土製品 匙形 柄部片 残2.3 存長5.8、最大径 径2皿以下の砂粒を含む 良好 にぶい黄樫色

42 262 SD120 2層 土製品 円盤形 完形 径5.2～5. 5、厚0.5 径4皿以下の砂粒を含む 良好 にぶい黄樺色
～0. 7 

42 263 SD! 70青灰粗砂 士製品 円盤形 完形 径4.5、厚0.3～0. 5 径2mm以下の砂粒を含む 良好 にぶい樺色

42 264 8 SD090 T①下位 土製品 不明 不明 細砂粒を少し含む 良好 にぶい黄櫨色

43 267 SD090 T①上位 弥生土器 費 1/4 復元口径18 やく含や粗む、径31回以下の砂粒、赤色粒を多 良好 樫色

43 268 SD090東区 弥生土器 底穿宜宣孔 底部 径4皿以下の砂粒、赤色粒を含む 良好 外：にぶい黄樫色、内：櫨色

43 269 SD090 T①上位 弥生土器 鉢 1/3 復元口径24、器高12赤やや色粒粗、も含径3む皿以下の砂粒を含む 良好 樫色

43 270 8 SD090西区 弥生土器 壷 1/2 復冗口径13.4 径2皿以下の砂粒を含む 良好 外：にぶい黄澄色～黒色、内：黒色

43 271 SD090東区 弥生土器 宣区 1/2 復7G口径24.6 径3阻以下の砂粒、赤色粒を含む 良好 にぶい樺色

43 272 SD090西区 弥生土器 fil1 1/2 復16.元口径13.2，器高
.5 

やや粗、径3皿以下の砂粒を多く含む 良好 にぶい黄櫨色

43 273 8 SD090西区 弥生土器 壷 1/2 口径13.5 密、径l凹以下の砂粒、赤色粒を含む 良好 外灰色：浅黄燈色、内；浅黄燈色～褐

43 274 SD090 T①上位 弥生土器 壷 2/3 復元口径9 径l皿以下の砂粒を含む 良好 にぷい黄樺色丹の痕跡あり

43 275 SD090西区＋東区 弥生土器 高杯 1/3 復元口径32 密、径l凹以下の砂粒、赤色粒を含む 良好 外：檀色、内：にぶい黄櫨色

43 276 SD090 T① 弥生土器 高杯 裾部欠 復元口径17 径赤3色皿粒以も下含のむ砂粒を多く含む 良好 燈色

43 277 SD090 ~tベJレト 弥生土器 高坪 1/8 復冗脚径13.6 密、径Imm以下の砂粒、赤色粒を含む 良好 澄色。丹の痕跡あり

44 278 SD090 T①上位 弥生土器 壷 胴下部 径3皿以下の砂粒、赤色粒を含む 良好 樫色

44 279 8 SD090東区 弥生土器 器台 小片 透かし部分 径4阻以下の砂粒、赤色粒を含む 良好 にぶい黄樫色

44 280 8 SD090西区 弥生土器 支沓脚形 上欠面損 脚高径，i.'~ － 6～12. 4、器 やや粗、径5凹以下の砂粒を含む 良好 樫色～にぶい黄櫨色

44 281 SD090東区 （龍青泉磁窯系） 椀 1/10 復元口径17 精良、密 良好 紬：オリーブ灰、胎土：灰色

44 282 8 SD090 埴輪 円筒 脚部1/6復元脚径23 密、径2凹以下の砂粒を含む 良好 にぷい黄樫色

44 283 8 SD090西T①区＋東区
須恵器 大型嚢 3/4 復大元径口径24、胴部最

38. 4 
径2皿以下の砂粒、黒色粒を含む 良好 灰色～暗灰色

46 292 SX003 2区 弥生土器 費 小片 径3皿以下の白色砂粒、金雲母を含む 良好 浅黄樺色
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第 1表 出土土器・土製品観察表（5) 
挿図 番号 図版 遺構 種類 器種 残存 法量（cm) 胎土 焼成 色調

46 293 SX003 3区 弥生土器 型車 小片 径金4雲皿母以を下含のむ白色砂粒を多く含む 良好 樫色

46 294 SX003 (SK035) RI 弥生土器 費 底部 径5皿以下の白色砂粒を含む 良好 外面にぶい褐色、内面灰白色

46 295 SX164 弥生土器 費 小片
含ややむ粗、径5皿以下の粗・細砂粒を多く

良好 明赤褐色

46 296 SX165 須恵器 壷 小片 径2皿以下の砂粒、黒色粒を含む 良好 淡灰色

46 297 日 SX165 埴輪 円筒 小片 径2皿以下の砂粒、赤色粒を含む 良好 浅黄樫恒

46 298 西区検出面 陶器 椀 小片 土師質、細砂粒、黒色粒を少し含む 良好 粕：淡緑色半透明、胎土：浅黄櫨色

46 299 SXIOS 白磁 椀 小片 精良 良好 紬胎土・やや灰育白味色を帯びた透明

46 300 SXIOS 瓦 軒丸 1/日 推定径約I.5 径l皿以下の砂粒、黒色粒、赤色粒を含む 良好 表面．灰色、断面．浅黄樫色

46 301 SX002西肩北 白磁 椀 小片 小孔がやや多い。細砂粒を含む 良好 紬胎土：やや灰オ白色リーブ色がかった灰白

46 302 SX002北区 白磁 合子身 1/自 復底径元日口目径、6器.8高、1復7元 細砂粒をわずかに含む 良好 紬胎 やややオ黄リーブ色がかっ色た透明
土 や色がかった白

46 303 SX002下面北区 土師器 椀 1/4 復7G高台径7 径3皿以下の砂粒、赤色粒を含む 良好 浅黄櫨色

46 304 SX002東区 須恵器 杯蓋 1/8 復元口径12.4 密、精良、細砂粒と黒色粒を少し含む 良好 外暗灰色～灰色、内明灰色

46 305 自 SX002 T① 埴輪 円筒 1/6 密、径l醐以下の砂粒、赤色粒を含む 良好 にぶい黄櫨色

47 306 SDOOI東区下層 白磁 皿 小片 黒色粒をわずかに含む 良好 紬・オリーブ灰色

47 307 SDOOI 白磁 皿 1/4 高台径5.5 黒色粒をわずかに含む 良好 粕：灰白色、外底部：灰白色

47 308 SDOOI東区下層 黒色土器E 椀 小片 高台高0.6 精良 良好 塗料：黒褐色、底部：浅黄櫨色

47 309 SDOOI東区下層 瓦 平瓦 小片 径3皿以下の砂粒、黒色粒を含む 良好 灰色

47 310 SDOOI東区下層 埴輪 円筒 1/日 底径23.2 径赤色3皿粒以、下黒の色白粒色、砂金粒雲を母含をむ含む 良好 浅黄樺色

47 311 SD001西区 弥生土器 大型車 1/12 径赤色5皿粒以、下黒の色白粒色、砂金粒雲を母多をく含含むむ 良好 にぷい櫨色

第 2表出土石器観察表（ 1 ) 

キ石材の「磁性Jはネオジム磁石による。長さ・幅・厚さはcm。重量はE

番号 挿図 番号 遺構 区 層位等 材質 器種 長さ 幅 厚さ 重量 備考

SD001 東 黒曜石 剥片 1.45 1.0 0.35 0.59 

2 SD001 黒曜石 石鍛 2.2 1.55 0.35 0.99 

3 SX002 酉 底面 黒曜石 剥片 3.2 4.6 1.65 20.04 

十
4 45 288 SX002 東 底面 碧玉（緑色） 剥片 2.85 1.85 0.95 4.29 

5 SX003 5 黒曜石 剥片 2.75 1.95 0.6 3.41 

自 SK004 南側 黒曜石 剥片 1.9 1.65 0.45 1.43 

7 SP008 石英 小円磯 1.25 0.9 0.5 0.88 

8 SP008 黒曜石 剥片 1.55 0.9 0.3 0.28 

自 SD016 西ベルト 黒曜石 剥片 1.9 1.4 0.3 0.60 

10 日 18 SP038・SP044 一段下げ 黒曜石 石犠 (1.05) (1.0) 0.2 (0.22) 

十
11 SD106 南 灰色黒曜石 小石核 1.25 1.0 0.7 0.67 

12 SX108 黒曜石 剥片 2.3 1.15 0.35 0.70 

12-1 SX108 安山岩 石槍 (1.5) 1.4 0.55 (1.26) 

13 SD113 安山岩 石儀 3.5 (2.4) 0.35 (2.44) 

14 SK114 NW 黒曜石 剥片 1.2 0.7 0.35 0.32 

15 35 206 SD120 l層（砂層） T① 滑石 紡錘車 2.1 1.95 0.7 3.91 

16 SD120 2層 姫島黒曜石 石核 3.05 2.15 1.45 12.69 

17 SD120 2層 黒曜石 使用痕剥片 3.55 2.35 0.95 5.73 

18 30 160 SD120 3層 T① 頁岩 剥片 2.0 4.95 0.55 5.55 

19 SX165 西 包含層 黒曜右 剥片 2.65 2.5 0.6 3.57 

20 SX165 酉 検出面上包含層 黒曜石 剥片 1.35 1.2 0.3 0.45 

20ーl SX165 西 検出面上包含層 黒曜石 使用痕剥片 2.35 4.3 1.45 11.67 

21 SD001 ベルト 輝緑凝灰岩 石庖丁 (2.05) 3.9 0.6 (7.99) 

22 SD120 2層 頁岩 石庖丁未成品 (3.65) (4.0) 0.65 (14.91) 

23 SD120 2層 輝緑凝灰岩 石庖丁未成品 (6.65) 4.8 0.75 (28.91) 

24 SD120 2層北ベルト 頁岩 石庖丁未成品 (6.1) 4.0 0.5 (13.60) 

25 30 161 SD120 3層 頁岩 石庖丁未成品 (7.4) 4.4 0.7 (38.67) 

26 SD170 青灰組砂 輝緑凝灰岩 石庖丁未成品 (4.9) (3.1) 0.45 (9.02) 

27 24 107 SD120 4層（上層混） 滑石 紡錘車未成品 5.95 5.9 0.8 50.71 

28 24 106 SD120 4層 T① 滑石 紡錘車 4.9 4.6 0.85 28.58 

29 SX002 北 滑右 滑石素材
7.05 3.1 1.95 53.90 

被熱2.3 2.1 1.05 6.41 

30 SX002 北 西肩 滑石 滑石素材 9.25 6.3 2.25 212.25 被熱

31 35 213 SD120 2層北ベルト 白色花商岩 石石転錘用未成品。 砥 10.85 4.4 2.8 163.92 

32 35 212 SD120 2層東壁 滑右 石錘 9.95 4.9 4.45 309.02 

33 30 163 SD120 3層 滑石 石錘 7.35 4.7 4.1 199.15 

34 SD120 3層 T① 滑石 石錘未成品 (6.65) (4.6) (3.1) (119.88) 

35 SD120 3層（砂層） T② 滑石 石錘未成品 12.15 4.0 3.2 190.05 

36 24 108 SD120 4層 玄武岩 石錘 8.8 5.25 2.6 169.33 

37 24 109 SD120 4層東壁 頁岩 石錘 5.3 2.2 1.9 28.28 

38 41 249 SD170 青灰粗砂 頁岩 石錘 6.1 3.5 3.35 74.34 

39 41 252 SD130 黒色粘土 滑石 石錘未成品 4.4 1.65 1.1 10.84 

40 41 256 SD130 黒色粘土 滑石 石錘未成品 12.2 4.95 3.7 361.27 
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第 2表出土石器観察表（2) 
番号 挿図 番号 遺構 区 層位等 材質 器種 長さ 市国 厚さ 重量 備考

41 SK004 南側 軽石？磁性強 浮子？ 3.95 2.85 2.6 17.01 被熱

42 SK004 下凸凹 軽石 浮子 (2.5) (2.3) 1.25 (3.07) 

43 19 76 SK034 (SK07 4) 軽石 浮子 3.5 3.45 3.05 8.68 

44 35 207 SD120 2層 軽石 浮子 3.6 3.4 1.6 2.96 

45 35 210 SD120 2層 T①煤色土） 軽石 浮子 6.2 4.15 2.3 18.41 

46 35 208 SD120 2層 T'.l)倶色士） 軽石 浮子 4.9 2.85 2.0 6.43 

47 35 209 SD120 2層北ベルト 軽石 浮子 4.9 4.45 2.6 10.54 

48 SD090 T① 上位 玄武岩 投弾 4.15 3.85 2.2 54.51 

49 SD090 T①下位 白色花闘岩 投弾 5.45 2.95 1.7 37.93 

50 SD090 北ベルト 玄武岩 投弾 4.65 4.35 3.1 55.89 

51 35 211 SD120 l層（砂層） 白色花闘岩 投弾 5.2 4.95 2.05 76.71 

52 SD120 2層 凝灰岩（磁性中） 投弾 4.0 2.75 2.6 24.76 

53 SD120 2層 石英 投弾 3.85 2.95 2.35 31.07 

54 SD120 2層 白色花闘岩 投弾 4.05 3.55 2.2 41.68 

55 SD120 2層 白色花樹岩 投弾 4.35 2.9 1.5 25.41 

56 SD120 2層 白色花闘岩 投弾 3.55 2.95 1.8 23.71 

57 SD120 2層 片岩 投弾 4.65 3.55 1.2 31.64 

58 SD120 2層 片岩 投弾 4.25 3.05 1.25 25.64 

59 SD120 2層 T①（黒色土） 石英 投弾 4.9 2.95 1.05 21.31 

60 SD120 2層北ベルト 玄武岩 投弾 5.5 2.5 1.7 32.64 

61 SD120 2層東壁 石英 投弾 2.85 2.0 1.15 9.55 

62 30 162 SD120 3層 T① 白色花岡岩 投弾 2.95 2.95 2.45 27.95 

63 SD120 3層北ベルト 白色花闘岩 投弾 4.95 3.15 2.8 62.62 

64 SD170 オリーブ灰粘土 白色花岡岩 投弾 4.85 4.55 1.7 57.82 

65 41 248 SD170 オリーブ灰粘土 玄武岩 投弾 4.95 3.1 1.6 39.04 

66 41 255 SD130 玄武岩 投弾 5.1 4.35 2.1 59.51 

67 41 254 SD130 黒色粘土 白色花闘岩 投弾 4.3 2.9 2.6 44.14 

68 45 287 SX002 南 下層 頁岩 石斧 (10.55) (5.3) (2.1) (115.67) 

69 9 21 SP162 玄武岩 石斧 (16.45) 7.3 3.65 (696.63) 

70 35 216 SD120 2層 玄武岩 石斧 (6.9) 5.65 (2.05) (136.93) 

71 SX002 T① 玄武岩 磨石 9.4 8.85 5.8 881.84 

72 SX002 オt西屑（下層混） 玄武岩 磨石 12.35 9.9 4.8 845.95 

73 13 37 SK006 SW 玄武岩 磨石 7.65 6.95 3.2 273.09 

74 18 71 SK007 R2 玄武岩 磨石 12.5 9.05 4.05 745.03 

75 SD090 T① 上位 玄武岩 磨石 15.5 11.8 5.35 1430.94 

十
76 SD090 北ベルト 白色花闘岩 磨石 (12.45) (6.85) (4.65) (433.35) 

77 38 231 SD120 2層 白色花樹岩 磨石 12.3 7.9 5.2 744.67 

78 38 233 SD120 2層 白色花商岩 磨石 12.65 4.4 3.65 342.11 

79 38 234 SD120 2層 玄武岩 磨石 16.35 5.4 4.35 673.89 

80 38 230 SD120 2層 緑色花樹岩 磨石 6.75 5.3 3.45 210.54 

81 38 232 SD120 2層 片岩（磁性強） 磨石 13.25 8.95 5.15 1035.63 
十

82 SD120 2層 白色花岡岩 磨石 12.0 8.15 3.45 524.58 

83 SD120 2層東壁 玄武岩 磨石 11.2 8.7 5.7 844.44 

84 24 110 SD120 ：庇層R2 SDI 70合 灰性色な花し）闘岩 （磁 磨石 10.0 7.0 2.55 298.54 

85 41 253 SD170 青灰粗砂 閃緑花商岩 磨石 11.85 10.05 6.25 1152.09 

86 18 72 SK007 RI 砂岩 砥石 18.7 17.0 2.6 1100 

87 SD090 北ベルト 凝灰岩敏性なし） 砥石 (6.6) (2.95) 1.7 (41.76) 

88 SD120 2層 白色花岡岩 砥石 (14.5) (8.9) 6.9 (1409.05) 

89 36 217 SD120 2層（黒色土）R5 凝灰岩骨量性なし） 砥石 33.0 14.0 5.6 3850 

90 36 218 SD120 2層 R13 凝灰岩織性なし） 砥石 29.35 11.05 5.45 3300 

91 36 219 SD120 2層南壁 頁岩 砥石 31.0 13.45 3.9 2900 

92 SD120 2層（黒色士）T① 頁岩 砥石 (5.25) (1.45) (1.05) (11.01) 92・93・95・95-1
は同一個体

93 SD120 2層（黒色士）T① 頁岩 砥石 (3.8) (2.4) (0.8) (11.88) 

94 SD120 2層（黒色土）T① 泥岩 砥石 (7.55) 7.35 0.95 (74.52) 被熱

95 SD120 2層（黒色土）T① 頁岩 砥右 (6.65) (3.75) (1.3) (46.98) 

95-1 SD120 2層（黒色土）T① 頁岩 砥石 (5.4) (3.4) (1.3) (30.34) 

96 24 111 SD120 4層東壁 凝灰岩 砥石 10.5 6.1 4.35 335.50 

97 SX165 西 検出面上包含層 頁岩 砥石 6.65 3.7 21 56.47 

98 SD120 l層 （組砂） 花闘岩 礎石鍾 I 14.8 18.9 9.3 2600 

99 37 225 SD120 2層 R6 閃緑花商岩 磯石錘 I 19.7 21.1 9.0 5200 

100 SD120 2層 花闘岩 磯石錘 I 13.65 19.7 6.8 2150 

IOI 41 250 SD170 黒色粘土 花闘岩 磯転石用錘 I 砥石 12.35 16.3 6.7 1750 

102 SP078 花闘岩 磯石錘E 8.0 14.4 5.35 872.57 

103 SD106 南 花嗣岩 機石鍾E 6.0 6.4 2.95 125.64 

104 37 224 SD120 2層 花嗣岩 磯石錘E 11.35 13.7 5.15 912.98 

105 SDl20 2層 花嗣岩 磯石錘E 7.7 12.95 5.8 693.98 

106 SD120 2層 花闘岩 磯石錘E 7.15 10.05 4.05 278.32 

107 37 221 SD120 2層 花嗣岩 磯石錘E 8.9 9.85 5.05 442.00 

108 SD120 2層 花闘岩 磯石錘E 6.75 9.1 4.2 270.63 

109 37 220 SD120 2層 花嗣岩 礎石錘E 6.4 10.45 3.45 246.82 

110 SD120 2層 花嗣岩 機石錘E 10.6 12.2 5.35 905.66 

111 37 222 SD120 2層 花闘岩 機石錘E 9.85 11.5 5.25 590.25 

112 SD120 2層 花嗣岩 磯石錘E 9.4 13.65 7.25 1125.63 
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第2表出土石器観察表（3)
番号 挿図 番号 遺構 区 層位等 材質 器種 長さ 幅 厚さ 重量 備考

113 SD120 2層 花闘岩 磯石錘E 6.1 6.45 2.35 98.43 

114 37 223 SD120 2層 花商岩 磯石錘E 12.15 17.15 10.6 2400 

115 SD120 3層 花闘岩 磯石錘E 5.85 7.2 4.9 192.39 

116 SD120 3層 花岡岩 礎石錘E 6.5 7.7 5.5 273.49 

117 SD120 3層 花樹岩 機石錘E 5.5 8.9 3.55 170.38 

118 SD120 3層 花両岩 磯石錘E 9.0 9.9 4.55 372.91 

119 SD120 3層 花闘岩 機石錘E 10.25 11.45 7.15 1047.58 

120 SD120 3層 花商岩 磯石錘E 9.5 11.1 6.45 651.16 

121 SD120 3層 T① 花闘岩 磯石錘E 9.1 10.95 4.35 405.20 

122 SD130 黒色粘土 花岡岩 礎石錘E 9.0 11.35 6.8 877.14 

123 。20 SP145 玄武岩 石核 17.0 25.1 6.0 2600 

124 SD120 1層 T② 玄武岩 母岩 20.9 23.5 12.45 9550 

125 SD120 2層 玄武岩 母岩 17.15 17.25 4.6 1950 

126 SD120 2層 玄武岩 母岩 18.6 19.25 6.7 3250 

127 30 166 SD120 3層 玄武岩 母岩 13.4 17.8 6.3 2500 

128 SD001 東 下層 玄武岩 石核 9.75 14.95 3.35 430.03 

129 SD001 東 下層 玄武岩 母岩 13.85 16.2 3.0 943.17 

130 SX108 玄武岩 石核 6.7 11.25 5.4 491.61 

131 SD120 1層 （粗砂） 玄武岩 石核 13.5 17.6 3.75 1454.77 

132 SD120 l層 （粗砂） 玄武岩 母岩 15.1 15.2 2.85 1003.27 

133 SD120 1層 （粗砂） 玄武岩 石核 11.85 15.85 3.25 756.23 

134 SD120 l層（粗砂）T① 玄武岩 石核 9.0 19.5 4.25 908.39 

135 SD120 1層（粗砂）T① 玄武岩 母岩 10.3 16.25 5.55 1371.57 

136 37 226 SD120 2層 玄武岩 石核 13.4 19.7 4.55 1555.15 

137 SD120 3層 玄武岩 母岩 11.5 14.5 5.65 1363.53 

138 SD001 西 玄武岩 調整剥片 7.6 4.0 0.85 30.88 

139 13 36 SK006 R3 玄武岩 刃器 13.25 6.2 1.95 226.93 

140 SK013 玄武岩 横長剥片 7.55 10.2 2.15 232.82 

141 9 22 SP053 玄武岩 横長剥片 5.15 11.35 2.05 129.23 

143 45 285 SD090 東 玄武岩 刃器 11.75 8.1 2.45 315.86 

144 SD090 北ベルト 玄武岩 横長剥片 10.2 10.3 2.25 217.21 

145 SX108 玄武岩 横長剥片 6.55 10.6 1.2 88.37 

146 SD120 l層 （粗砂） 玄武岩 刃器 10.1 7.25 2.55 243.54 

147 SD120 1層（粗砂）T① 玄武岩 剥片 8.3 7.9 1.4 130.16 

148 38 227 SD120 2層 玄武岩 刃器 13.0 7.15 1.7 230.51 

十
149 SD120 2層 玄武岩 小型剥片 3.05 3.85 0.75 9.48 

150 SD120 2層 玄武岩 小型剥片 4.35 5.15 1.1 35.25 

151 SD120 2層 玄武岩 刃器 (8.1) 6.4 1.85 (133.49) 

152 SD120 2層 玄武岩 刃器 10.4 7.15 2.55 227.58 

154 SD120 2層 玄武岩 調整機 14.1 7.05 2.2 300.92 

155 SD120 2層北ベルト 玄武岩 小型剥片 4.15 5.95 0.7 32.62 
十

156 SD120 2層北ベルト 玄武岩 小型剥片 4.05 6.35 1.2 31.78 

157 SD120 2層北ベルト 玄武岩 小型剥片 4.3 4.2 1.45 26.56 

158 38 228 SD120 2層北ベルト 玄武岩 刃器 12.75 6.35 3.35 291.55 

159 SD120 2層北ベルト 玄武岩 調整剥片 6.5 9.55 2.0 166.08 

160 SD120 2層北ベルト 玄武岩 分割磯 9.75 9.8 5.0 659.19 

161 SD120 3層 玄武岩 剥片 (8.1) (4.55) (2.45) (107.31) 

162 SD120 3層 玄武岩 調整機 8.6 9.05 2.1 211.85 

163 30 165 SD120 3層北ベルト 玄武岩 石円盤？）形石器（叩 9.75 9.2 2.85 398.08 

164 30 164 SD120 3層北ベルト 玄武岩 刃器 10.6 8.1 2.55 253.86 

165 SD120 3層 (IZG12区） 玄武岩 刃器 12.55 6.5 1.95 232.28 

166 SD120 4層 T① 玄武岩 刃器 (9.2) 7.15 1.95 (167.80) 

168 24 112 SD120 4層東壁 玄武岩 刃器 14.4 8.5 3.0 448.64 

169 24 113 SD120 4流層R2 SDI 70合 玄武岩 円盤形右器 8.15 7.55 1.85 180.15 

170 SD120 T① 玄武岩 横長剥片 5.25 (6.45) 2.15 101.53 

171 SD120 最下面 玄武岩 調整剥片 6.0 7.9 1.2 70.13 

172 41 251 SD170 オリーブ灰粘土 玄武岩 刃器 5.55 13.55 1.35 120.73 

173 SD170 青灰粗砂 玄武岩 円盤形石器 9.35 9.05 2.35 288.62 

174 SD170 育灰粗砂下層 玄武岩 横長剥片 5.85 11.55 2.45 157.18 

175 SD130 玄武岩 刃器 10.7 7.7 1.5 163.98 

177 撹乱 撹乱溝cs即日l上） 玄武岩 刃器 12.65 7.0 1.5 199.50 

178 撹乱 IZG 12区 埋 戻 玄武岩 円盤形石器 8.85 7.7 2.05 219.71 
し土

179 SD090 T① 玄武岩 石斧 (8.65) (6.85) 4.35 (390.86) 

180 SD130 黒色土 凝灰岩（磁性弱） 石斧 (6.25) 5.45 2.10 (115.39) 

181 SD090 T① 花商岩 石錘 7.20 5.50 3.35 128.93 

182 45 284 SD090 西 結晶片岩織陸中） 石錘 12.30 5.60 4.15 357.80 

183 SD120 1層（粗砂） 結品片岩敏性中） 石錘 5.10 2.95 1.75 38.76 

184 SD090 T① 花岡岩 磨石 9.30 (5.45) 2.8 (215.78) 

185 SD120 T① 2層 花商岩 磨石 10.20 9.30 2.95 409.97 

186 SD090 T① 花尚岩 投弾 5.25 3.95 2.15 65.64 

187 SD090 T① 玄武岩 投弾 3.75 3.05 2.15 25.96 

188 SD090 T① 花闘岩 投弾 7.15 4.0 3.0 115.44 

189 SD090 T① 花両岩 投弾 6.0 3.65 1.75 59.38 

190 SD090 T① 石英 投弾 3.75 3.05 2.05 33.00 

191 SD090 西 石英 投弾 2.85 1.95 0.9 7.72 
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第 2表出土石器観察表（4)
番号 挿図 番号 遺構 区 層位等 材質 器種 長さ 市国 厚さ 重量 備考

192 SD090 北ベルト 石英 投弾 3.9 2.0 0.95 11.40 

193 SD120 2層（黒色土） 玄武岩 投弾 4.5 2.95 2.15 31.94 

194 SD090 北ベルト 輝緑凝灰岩 石庖丁 (6.75) (3.85) 0.6 (16.55) 

195 SD090 北ベルト 黒曜石 掻器 3.40 3.50 1.15 9.42 

196 35 214 SD120 T① 2層 頁岩 砥石 10.80 3.25 1.25 61.80 197と同一個体

197 35 215 SD120 T① 2層 頁岩 砥石 11.10 3.15 1.10 59.08 

198 SD120 T① l層（組砂） 頁岩 小剥片 5.40 1.75 0.8 7.77 

199 SD120 T① l層（組砂） 頁岩 小剥片 5.50 2.15 0.85 9.62 

200 SD120 北面土層清掃 頁岩 大剥片 9.45 8.0 0.9 95.14 

201 SD170 青灰組砂 頁岩 剥片 5.25 3.6 0.6 11.63 

202 SD090 西 玄武岩 剥片 12.30 6.55 3.35 286.10 

203 45 286 SD090 西 玄武岩 刃器 11.20 6.90 1.95 151.70 

204 SD120 T② 2層保色士） 玄武岩 削器 5.25 8.40 1.20 74.74 

205 38 229 SD120 東育灰粘土層 玄武岩 刃器 11.70 6.55 1.65 210.60 

206 SD170 育灰砂粘土 玄武岩 横刃 11.90 4.55 1.30 102.67 

207 SD170 青灰粗砂 玄武岩 剥片 7.50 15.50 3.15 400.54 

208 SD170 青灰砂粘土 玄武岩 円盤形石器 10.05 8.95 2.10 259.28 

209 SD090 T① 玄武岩 剥片 7.55 7.0 1.55 119.16 

210 SD090 西 玄武岩 剥片 4.8 11.55 2.60 186.03 

211 SD090 西 玄武岩 剥片 3.85 7.70 1.05 36.42 

212 SD090 西 玄武岩 剥片 5.20 6.60 2.85 142.76 

213 SD120 l層北ベルト 玄武岩 剥片 4.40 6.05 0.95 36.41 

214 SD120 T② 2層住黒色土） 玄武岩 削器 4.90 (5.80) 1.05 (43.12) 

215 SD170 青灰粗砂下層 玄武岩 剥片 8.35 8.10 1.35 121.93 

216 SD090 T① 玄武岩 原石 9.9 10.0 5.6 822.47 

217 SD090 T① 玄武岩 石核 16.7 17.1 5.6 1843.64 

218 SD090 T① 緑色片岩 石核 11.6 21.05 10.0 3700 

219 SD090 T① 玄武岩 右核 13.55 19.60 6.75 2550 

220 SD090 西 玄武岩 原石 11.20 14.25 4.65 1167.33 

221 SD090 西 玄武岩 石核 11.40 12.50 2.85 537.78 

222 SD090 西 玄武岩 石核 12.50 14.50 3.65 1001.69 

223 SD090 西 玄武岩 石核 15.10 17.55 4.35 1737.07 

十
第 3表出土木器観察表

＊写真は図版9。第V章第3節の分析結果とは仮番で対応する。

挿図 番号 仮番 遺構 区 層位等 器種 法量（cm) ［］は残存法量 木取り 樹種

27 136 11 SD120 T① 3層（砂層） ニ又鍬 長さ［31.2］、幅［8.8］、厚さ2.13、柄孔長さ6・幅3.8 柾目 コナフ属アカガシ亜属

27 137 5 SD120 3層W6 鍬 長さ［21.5］、幅［9］、厚さ［2.I]、柄孔長さ4.5・幅3.4 柾目 コナフ属アカガシ亜属

十
27 138 10 SD120 3層 鍬？ 長さ［II.8］、幅［6.I］、厚さI.6 柾目 コナラ属アカガシ亜属

27 139 23 SD120 3層 板状木製品 長さ［6.9］、幅［5.3］、厚さI.2 柾目 スギ

27 140 8 SD120 3層 板状木製品 長さ［5.6］、幅3、厚さI.2 柾目 スギ

27 141 2 SD120 3層 刺突具 長さ31.2、径I.2 削出棒状 イスノキ

27 142 3 SD120 3層 刺突具 長さ［18.6］、幅I.6、厚さ0.9 削出棒状 イスノキ

27 143 13 SD120 3層 竪杵 長さ［25.8］、径3.1～4. 2 芯持丸木 サカキ

27 144 9 SD120 T② 3層W3 たも枠 径0.8～I. 6 芯持丸木 マキ属

28 145 6 SD120 3層 掬い具 長さ［13］、幅［7.5］、厚さI.7 板目 タブノキ属

28 146 24 SD120 4層 容器片 長さ［8.9］、幅［5.2］、厚さI.5 板目 クスノキ科

28 147 7 SD120 T① 3層 把手 長さ13.5、幅［7.6］、厚吉3.1 削出 タブノキ属

28 148 21 SD120 2層東壁 部品片 長さ［30.9］、幅［7.6］、厚さI.7 柾目 スギ

28 149 4 SD120 T② 3層W-4 案部品 長さ38.8、幅4.1、厚さI.5、貫孔部長さ4.5・幅I.5 柾目 スギ

29 150 16 SD120 3層W-5 一木鋤 全長7、79.3、部身長部さ長9.さ23.9・幅7・日8］さ・厚3さ2.8、柄部径2.8～ 
3. 把手 8・幅10. 厚 2 柾目 コナラ属アカガシ亜属

29 151 20 SD120 3層 掘り棒 長さ［61.4］、径3.3～3. 4 芯持丸木 イスノキ

29 152 18 SD120 3層 掘り棒 長さ［69.2］、幅2.7、厚さI.5 削出棒状 クリ

29 153 17 SD120 3層北ベルト 刺突具 長さ［67.8］、幅2.3、厚さ2.3 分割角材 イスノキ

29 154 15 SD120 T① 3層W-2 割材 長さ［103.7］、幅5.5、厚さ3.7 分割材 コナラ属アカガシ亜属

29 155 12 SD120 3層東壁 板材 長さ43.3、幅13.7，厚さ2.5 柾目 スギ

29 156 22 SD120 3層 棒材 長さ［22.5］、幅［5.6］、厚さ［2.5] 分割材 マツ属複維管束亜属

29 157 14 SD120 3層 棒材 長さ［36.7］、径3.1～3. 2 芯持丸木 サカキ

29 158 19 SD120 3層 杭 長さ［58.8］、径3.3～3. 8 芯持丸木 コナラ属アカガシ亜属

29 159 1 SD120 3層 杭 長さ［44］、径4.9～5. 9 芯持丸木 イスノキ

第 4表 出土玉類・鉄器観察表
挿図 番号 写真 遺構 層位等 器種 材質 法量（cm) ［］は残存法量

9 19 第49図 SP038 小玉 ガラス 径3.46、厚さ3.22 

45 289 第49図 SX002 管玉 務瑠 径8.18、長さ17.9 

45 290 第49図 SX002 小玉 ガラス 径［5.66］、厚さ3.16 

45 291 第49図 SX002 小玉 ガラス 径［4］、厚さI.99 

42 265 図版8 SD120 2層 R4 中型斧鉄 長さ8.3、基部幅7、刃部幅6.75、厚さ［2.2］、重量日13.9g] 

42 266 図版8 SD170 Rl 大型斧鉄 長さ9.7、基部幅8.5、刃部幅8.5、基部厚3.4、重量［388.9g] ＊袋部内残存土の重量を含む
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二h 十




